
八女市民会館「おりなす八女」を紹介します
6月は環境月間です  
6月1日～ 7日は水道週間です  

Ｐ2～5
Ｐ6～8    
Ｐ9    

【今月の主な内容】

ようこそ
ウィーンの貴婦人
ＮＰＯ法人八女ベーゼンドルファー音楽祭プロジェクトから
市へのベーゼンドルファー引き渡し式が 5 月17日（火）、「お
りなす八女」ハーモニーホールで行われました。ベーゼン
ドルファーは “ ウィーンの貴婦人 ”とたとえられ、音楽の都 
ウィーンで生まれたピアノの名器です。（関連記事 5 ページ）
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◦
利
用
時
間
＝
９
時
～
22
時

◦
休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
（
月
曜

日
が
休
日
に
あ
た
る
と
き
は
開
館
）

お
よ
び
12
月
29
日
～
翌
年
１
月
３
日

※
施
設
の
保
守
点
検
等
の
た
め
、

臨
時
休
館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
申
し
込
み
受
付
＝
９
時
～
17
時

申
請
は
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
請
の
受
付
期
間
は
事
務
室
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

※
仮
予
約
を
さ
れ
た
場
合
は
、
予

約
の
日
か
ら
14
日
以
内
に
申
請
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
14
日

を
過
ぎ
る
と
仮
予
約
は
取
り
消
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。
電
話
の
み
の

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
使
用
料
の
納
入
＝
申
し
込
み
時

に
直
接
現
金
払
い
か
指
定
金
融
機

関
口
座
へ
振
り
込
み

※
使
用
料
は
前
納
制
で
す
。

※
納
入
の
期
限
は
申
請
書
利
用
許

可
通
知
の
日
か
ら
10
日
以
内
に
な

り
ま
す
。

※
冷
暖
房
費
お
よ
び
備
品
な
ど
の

使
用
料
は
、
利
用
当
日
に
現
金
払

い
で
お
願
い
し
ま
す
。

を
紹
介
し
ま
す

「
お
り
な
す
八
女
」
交
流
棟
は
７
月

１
日
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。
利
用

方
法
や
交
流
棟
内
の
施
設
を
紹
介

し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
民
会
館

「
お
り
な
す
八
女
」

（
☎
２
３・２
１
３
１
）

大
ホ
ー
ル
と
小
ホ
ー
ル
の
使
用
料
は
、
利
用
方

法
や
入
場
料
の
金
額
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

区分（入場料） 9 ～ 12時 13 ～ 17時 18 ～ 22時 9 ～ 17時 13 ～ 22時 9 ～ 22時
平　日 1,500円以下 10,500 15,750 21,000 26,250 36,750 47,250
土・日・休日 1,500円以下 12,600 18,900 25,200 31,500 44,100 56,700

区分（入場料） 9 ～ 12時 13 ～ 17時 18 ～ 22時 9 ～ 17時 13 ～ 22時 9 ～ 22時
平　日 1,500円以下 5,250 7,870 10,500 13,120 18,370 21,000
土・日・休日 1,500円以下 6,300 9,450 12,600 15,750 22,050 25,200

室　名 9 ～ 17時 17 ～ 22時 室　名 9 ～ 17時 17 ～ 22時
交流室Ａ 530 640 創作練習室Ｂ 210 250
交流室Ｂ 420 500 創作練習室Ｃ 210 250

創作練習室Ａ 390 470 ものづくり工房 270 320

◆大ホール（ハーモニーホール）　796席（親子席6席・車いす4席含む）

◆小ホール（はちひめホール）252席（電動式観覧席162席・観覧用いす90席）

◆交流棟１階

※営利目的の使用料＝使用料×（300 ／ 100）…交流棟のみ

◦冷暖房費　1 時間につき 1,900 円

◦冷暖房費　1 時間につき 5,100 円

料金は 1時間単位（円：税込）

料金は区分単位（円：税込）

料金は区分単位（円：税込）
交流棟
施設
使用料
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ものづくり工房
（160㎡）

交流室
Ａ

（74㎡）
58名

事務室

交流室Ｂ
（57㎡）

30名
創作・
練習室

Ａ
（77㎡）

創作・　
練習室Ｃ
（41㎡）
創作・　
練習室Ｂ
（41㎡）

ＦＭ八女

多目的
ホール情報発信

コーナー

コミュニティモール

はちひめホール

桜カフェ

小規模な会議や
研修会に利用で
き、また楽屋と
しても使用可能

防音室となって
おり、演奏や合唱、

鏡面を利用して
ダンスの練習に

使用可能

軽防音室となって
おり、個人やバンド
の演奏や合唱など
の練習に使用可能

美術工芸や木工
などの技術工作や
舞台道具製作に

使用可能

58人程度の講演会
や会議に、あるい
は合唱などの練習

にも使用可能

パソコン4台を設置し
ており、展示ケースで
は八女の特色を生かし
た展示品やさまざまな

情報を紹介
ピアノコンサート、

講演会や映画上映など
に利用可能

外光が取り込める明る
く開放的なホール

多目的トイレは
オストメイト対応

おむつ替え台を
備えた授乳室

１階

電動式の席を収納し、床を平土間に変更する
ことでダンスホール・展示会など多目的な利
用が可能です。また、コミュニティモールと一
体化したロビー的な使用も可能です。

交流室

桜カフェ

はちひめホール
八女公園の

桜並木を望める
安らぎの

休憩スペース

電動式
いすの
収納

スペース

パン
トリー

可動式
ステージ

授乳室

（252席）
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ハーモニーホール

舞台
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講演会や集会を
はじめ、コンサート、

演劇、舞踊など
幅広い催し物への

対応が可能

●●●●●●

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

ＰＰ

おりなす八女
（交流棟）

八女市役所
社会福祉協議会

八女公園

文化会館

商工会議所

ｼﾙﾊ゙ ｰ人材
センター

国道442号

← 筑後市 矢部 →
（7 台）身障
者用駐車場含

清水町
（108 台）

おりなす八女
（研修棟）

２階

駐車場

ハーモニーホール

親子室（６席）

車いす席は客席
中央列に 4 席常設

車いす席から
舞台に段差なく

移動が可能

大正町（80 台）

（796席）

男女別々の多目
的トイレを設置

文　福島小 ※日、祝日など市役所が
休みの場合は、市役所
駐車場も利用できます。
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八女市合併記念式典
八女市民会館「おりなす八女」落成記念式典

ピアノの世界的名器「ベーゼンドルファー」と「スタインウェイ」
のお披露目をします。すてきな音色を体感してください。

♬ 日にち　6月26日㈰
♬ 時 間　18時開場　19時開演
♬ 場 所　「おりなす八女」ハーモニーホール
♬ 出 演　井上ゆかり（ベーゼンドルファー）
♬ 演 　朝川万里（スタインウェイ）
♬ 演 　加藤真一（ベース）
♬ 入場料　大人＝1000円　中学生以下＝500円
♬ チケット取扱　

※コンサートはチャリティとし、チケットの売り上げは全額東日本
大震災の義援金として寄付します。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

♬ 問い合わせ=「おりなす八女」（☎23・2131）

♠ 日にち　6月26日㈰
♠ 場 所　「おりなす八女」正面玄関およびハーモニーホール
落成記念式典　9時～
　◦「おりなす八女」テープカット
合併記念式典　9時30分～
　◦オープニングアトラクション（八女市観光大使）
　　　ダニー馬場 ／ 馬場美雅・敬子姉妹 ／ 岩崎記代子
　◦ 合併功労者総務大臣表彰
　◦ 感謝状贈呈
　◦ 記念リサイタル　山田芳子（ソプラノ歌手）
♠ 問い合わせ=市長公室企画政策係（☎23・1110）

世界
的名器

世界で
活躍す

るピアニ
ストが音色を奏でます

スタ
インウ

ェイ＆
ベーゼンド

ルファー

八女市民会館「おりなす八女」
こけら落としチャリティーコンサート

今年度を新生八女市の本格的始動の
年とし、合併記念式典を開催します。
第1部では、八女市民会館「おりな
す八女」の完成を祝い落成記念式典
を、その後合併記念式典を行います。
第2部では「おりなす八女」こけら
落としとして、チャリティーピアノコ
ンサートを行います。

  Ｅ
ＶＥＮＴ

１

  Ｅ
ＶＥＮＴ

２

皆さんのお越しをお待ちしています！

井上ゆかり朝川万里

　八女市民会館「おりなす八女」で5月17
日㈫、ベーゼンドルファーのピアノの引き渡
し式があり、ＮＰＯ法人八女ベーゼンドル
ファー音楽祭プロジェクトの内野健一理事長
から三田村市長へ保証書等が手渡されまし
た。ベーゼンドルファーはウイーンの貴婦人
と称えられ、価格は約1千8百万円。同プロジェ
クトは音楽でまちを盛り上げようと協力者を
募り、新しい会館にピアノを寄贈。その名を
冠したコンサートを企画しています。
　高校で音楽を教えている平洋子さんが
ベートーベンの『月光』を弾くと、その音色
に関係者は聴き入っていました。「ダイナミッ
クかつ繊細な響き。ピアノと対話するような
気持ちで弾きました。心が震えました」と
平さん。6月26日㈰にはお披露目のコンサー
トが開かれます。

ベーゼンドルファーのピアノ
を寄贈

おりなす八女・ほたると石橋の館・黒木地域交
流センター「ふじの里」・本庁男女共同参画・
生涯学習課・黒木総合支所・立花支所・上陽支
所・星野支所・矢部支所
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ごみ出し
ルールを守ろう

６
月
５
日
は

「
環
境の
日
」

そして
６
月
は

「
環
境
月
間
」

混ぜればごみ
分ければ資源

決
め
ら
れ
た
日
時
に
出
す
…
…

収
集
日
の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

その１
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
す
…
…
各
行
政
区
で
決
め
ら
れ

た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
集
積
所
）
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

その2
分
別
し
て
出
す
…
…
分
別
方
法
は
、
各
家
庭
に
配
付
し

て
い
ま
す
「
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

その3

もえるごみの出し方

ご
み
出
し
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な

い
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
収

集
で
き
な
い
ご
み
に
は
、「
何
が
出
せ
な
い

か
」
わ
か
る
よ
う
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り

ま
す
。
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
た
ご
み
を

出
し
た
人
は
、
出
せ
な
い
も
の
を
取
り
除

い
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
左
写
真
の
よ
う
に
指
定
袋
に
入

ら
な
い
も
の
は
、
粗
大
ご
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
集
積
所
）
に
は

出
せ
ま
せ
ん
。
指
定
袋
に
入
ら
な
い
粗
大

ご
み
は
、
直
接
処
理
場
へ
持
ち
込
ん
で
処

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。※
旧
八
女
市
地
域・

旧
立
花
町
地
域
に
つ
い
て
は
、
個
別
収
集

（
有
料
）
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
直
接
持

ち
込
み
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
ご
み

出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
ほ
か
の
皆
さ
ん
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
ご
理
解
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
必
ず
市
の
指
定

袋
に
入
れ
る

（
旧
八
女
市
地
域
・
旧

立
花
町
地
域
は「
黄
色
」

の
指
定
袋
、
旧
黒
木
町

地
域
・
旧
上
陽
町
地
域
・

旧
矢
部
村
地
域
・
旧
星

野
村
地
域
は
「
緑
色
」

の
指
定
袋
）

注「
緑
色
」の
指
定
袋
は
、

旧
八
女
市
・
旧
立
花
町

地
域
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
集
積
所
）
に
は
出
せ
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、「
黄
色
」
の
指

定
袋
は
、
旧
黒
木
町
・

旧
上
陽
町
・
旧
矢
部
村
・

旧
星
野
村
地
域
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
集
積
所
）

に
は
出
せ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

次のことに十分注意して、みんなが気持ちよく、ごみが出
せるように心がけましょう。

ごみステーション（集積所）は、みんなで使用する場所です

「もえるごみ」で出せるもの
生ごみ、発泡スチロール、プラスチック製
品、シャンプー容器、靴等の革製品、ビデオ・
カセットテープ、スリッパ、プラスチック製
ライター（必ずガス抜きしてから）など

②ごみ袋の上部を必
ず結び、ごみが散ら
からないようにする
※収集の際に袋が倒れ
て、ごみ散乱の原因に
　　なります

③缶やびんなど、燃え
ないごみを入れない

④生ごみは、十分に
水切りをして出す

⑤中のごみ全体が
判別できるよう、
内側に黒ビニール
袋等は使わない

⑥防鳥ネットがある
場所では、ネットを
きちんと掛ける

「
収
集
で
き

ま
せ
ん
！
」

袋の中に入りきれないた
め、このようにごみ袋を
貼り付けたものは回収で

きません
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生ごみ処理器購入に補助金・奨励金を交付 ①
生
ご
み
を
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い

「
食
材
は
必
要
な
も
の
だ
け
買
う
よ
う
に
す
る
」

「
食
べ
残
し
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
」
な
ど
、
生

ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
生
ご
み
は
十
分
に
水
切
り
を

　
生
ご
み
の
約
８
割
は
水
分
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
ご
み
を
捨
て
る
前
に
『
ぎ
ゅ
っ
』
と
ひ
と

絞
り
す
る
だ
け
で
、
気
に
な
る
臭
い
を
抑
え
る
だ

け
で
な
く
、
容
量
を
小
さ
く
し
、
ご
み
の
減
量
に

も
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
生
ご
み
の
堆
肥
化

　
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
処
理
器
を
使
っ
て
、

資
源
の
有
効
活
用
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
お
よ
び
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
、
生
ご
み

を
堆
肥
化
す
る
た
め
の
処
理
器
購
入
に
補
助
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

④
分
別
の
徹
底
を

　
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
の
中
に
は
、
分

別
す
れ
ば
資
源
と
な
る
も
の
が
ま
だ
ま
だ
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
分
別
し
て
資
源
ご
み
に
出
す

と
、
さ
ら
に
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
３
Ｒ
と
は
、リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
を
減
ら
す
）
リ
ユ
ー

ス
（
繰
り
返
し
使
う
）
リ
サ
イ
ク
ル
（
資
源
と
し
て

再
生
利
用
す
る
）
の
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

市および環境衛生協議会では、ごみ減量のために、生ごみ処
理器（機）の購入費の一部を助成しています。

▼申請時に必要なもの
《①②③の場合》……価格から補助金額を差し引いた代金と
印鑑（環境衛生協議会より補助）

《④の場合》……購入した電気式生ごみ処理機の領収書、保
証書（販売店の記載が必要）、印鑑
※奨励金は口座振込です。金融機関（本・支店）名、口座番号、
名義人をお知らせください。
▼補助金・奨励金の申請については下記へお尋ねください
社会環境課（☎２３・１４６２）
黒木総合支所市民生活課（☎４２・１１１３）
立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３３）
上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

種　　類 内　　容 価　　格 補助(奨励)金額
①生ごみ処理器 畑据付型(100ℓ) 6,680 円 2,000 円
②微生物利用 バケツ型 (10ℓ) 1,900 円 1,000 円

③酵素利用 バケツ型 (10ℓ )
( 材料を含む ) 10,290 円 1,000 円

④電気式生ご
み処理機

屋外、屋内設置
型

販売店での
購入価格

15,000 円
　( 奨励金 )

平成 22 年度のごみの排出量は、19742トンで前年
比 3.4％減となり、その内、燃えるごみについては、
皆様のご協力により、約 550トン（約 2.9％）減ら
すことができました。さらなるごみ減量のためには、
３Ｒ※への取り組みが欠かせません。今後も、各家
庭で、できることからの取り組みをお願いします。

福
岡
県
で
は
10
月
の
買
い
物
袋
持
参
運
動

強
化
月
間
に
向
け
て
、
次
の
と
お
り
標

語
や
参
加
店
を
募
集
し
ま
す
。

★
九
州
統
一
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
標
語

　
九
州
７
県
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る

た
め
に
共
同
で
行
う
「
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
賞
者
に

は
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

・
応
募
方
法
＝
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号

④
学
生
は
学
校
名
と
学
年
、
①
～
④
を
記
入

し
て
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
一
人
３
点
ま
で
可
。

・
応
募
締
切
＝
６
月
30
日
㈭
必
着

★
九
州
一
斉
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り

組
む
参
加
店

　
10
月
の
九
州
統
一マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
に
、
レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
た
だ
け
る
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
期
間

中
、
レ
ジ
袋
を
貰
わ
な
か
っ
た
人
に
シ
ー
ル
や

ス
タ
ン
プ
な
ど
の
特
典
を
与
え
る
、
レ
ジ
袋
不

要
カ
ー
ド
の
作
成
や
店
内
放
送
な
ど
工
夫
を
こ

ら
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
申
込
締
切
＝
７
月
15
日
㈮

一人一人ができることから
始めよう～ごみの減量化～

Ｈ
18
年
度

Ｈ
19
年
度

Ｈ
20
年
度

Ｈ
21
年
度

Ｈ
22
年
度

21,545

5千

資源ごみ

単位：トン

燃えないごみ

燃えるごみ

1万

1万5千

2万
21,109 20,112 20,431 19,742

八女市のごみ処理量の推移

家
庭
ご
み
の 

　  

に
取
り
組
も
う

各
家
庭
で
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
ご
み
の
減
量

や
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

減量

九州統一
マ イバッグ
キャンペーン

平成 23 年度《
問
い
合
わ
せ
》
福
岡
県
循
環
型
社
会
推
進

課
（
☎
０
９
２・６
４
３・３
３
７
７
）

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp
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　浄化槽の管理は、次の二つのことが重要です。
①保守点検　浄化槽保守専門業者と委託契約して定
期的に点検する。
②清掃（年1回以上）市の許可を受けた業者に依頼する。
※浄化槽の点検と清掃は法律でも義務づけられてい
ますし、罰則もあります。清らかな流れの故郷を守る
ために、皆様のご理解とご協力をお願いします。
補助金の額について……下水道認可区域を除き、国
庫基準額に基づき、下の表のとおり補助金を出してい
ます。（集合住宅・店舗・事務所を除く）

河川名 山の井川 花宗川 中の井川

測定地点 山　内 黒　土 豊　福 大　島 室　岡 下津江 高　塚 大の井手
( 上稲富 ) 前古賀 北馬場 納　楚 下稲富

通水期（5～9 月) 0.8 1.7 6.6 1.4 1.5 1.2 1.4 1.2 1.1 9.0 1.6 24.0 

停水期(10～4月) 0.9 5.6 18.0 2.8 2.8 1.8 4.0 3.1 2.0 20.0 1.7 59.0 

※数値はＢＯＤ( 水の汚れの程度を示す単位。数値が大きいほど汚れた水 ) を示すものであり、環境基準として、通水期は
３㎎ /ℓ以下、停水期は５㎎ /ℓ以下が、目標となっています。

（単位：㎎/ℓ）平成２２年度の八女市の河川の水質の状況
水質悪化防止のため、下水道への加入・浄化槽の設置など市民の皆さんのご協力をお願いします。

５人槽 ７人槽 １０人槽
332,000 円 414,000 円 548,000 円

　「
つ
る
性
植
物
」
を
利
用
し
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は
、

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
遮
断
効
果
、
葉
の
気
孔
か
ら
の
水
分
蒸
散

に
よ
り
、
日
差
し
や
騒
音
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
室
温
の
上
昇
も
抑
え
る
効
果
な
ど
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

♣
今
年
度
の
取
り
組
み

　
市
役
所
本
庁
舎
南
側
に
ニ
ガ
ウ
リ
等
を
植
え
て
、
自
然
豊

か
な
涼
し
い
風
情
を
つ
く
り
だ
し
、
日
差
し
を
遮
断
す
る
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
エ
ア
コ
ン

の
省
エ
ネ
効
果
と
、
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
貢
献
で
き
る
、
地
球
環
境
に
優
し
い

環
境
保
全
型
家
庭
菜
園
の
モ
デ
ル
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

♣
遮
光
効
果
は
ど
う
な
の

　
昨
年
の
結
果
と
し
て
「
マ
イ
ナ
ス
３
・
13
度
」
と
い
う
遮

光
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
か
が
植
物
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
真
夏
に
じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
る
肌
を
刺

す
よ
う
な
太
陽
の
日
差
し
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
木
陰
が
心
地

よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
植
物
な
ら
で
は
の
効
果
が
あ
る

こ
と
が
、数
値
と
し
て
も
実
証
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
よ
り
、
室
内
の
エ
ア
コ
ン
の
設
定

温
度
を
、
数
度
下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

♣
収
穫
物
は
ど
う
す
る
の

　
今
年
の
収
穫
物
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
に
お
越
し
の
人
に

配
布
し
た
り
、
苗
の
植
え
付
け
の
方
法
や
、
雨
水
の
有
効

利
用
な
ど
、
身
近
に
で
き
る
エ
コ
な
取
り
組
み
の
参
考
例
と

し
て
今
後
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
度「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

汲み取り便所の家

単独処理浄化槽の家

合併処理浄化槽の家台所・洗濯・風呂・
便所などの汚れは
そのまま川へ

（汚れの量 43ｇ）

台所・洗濯・風呂水など生活排水が、河川の水質悪
化の一番の原因です。単独処理浄化槽を設置してい
る家庭や汲み取り便所の家庭では、生活排水は処理
されずに河川に流れています。

台所・洗濯・風呂
などの汚れはその
まま川へ（汚れの
量 30ｇ）

台所・洗濯・風呂
便所などの汚れは
処理され 10 分の1

（汚れの量 4.3ｇ）
となって川へ

便所の汚れは処理
されて 5ｇ川へ

河川の浄化にご協力ください

浄化槽設置に補助金を交付

▼補助金の申請は下記へお尋ねください
社会環境課（☎ 23・1462）／黒木町総合支所市民
生活課（☎ 42・1113）／立花支所市民生活福祉課

（☎ 23・4933）／上陽支所市民生活福祉課（☎ 54・
2218）／矢部支所市民生活福祉課（☎ 47・3111）／
星野支所市民生活福祉課（☎ 52・3113）

４か所で目標
値に達せず！

今
年
も
緑
の
カ
ー
テ
ン　
　
　

に
取
り
組
み
ま
す

４年目

35ｇの
汚れ

43ｇの
汚れ

4.3ｇの
汚れ

蛇口からあふれる
ぼくらの 夢・未来
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八
女
市
は
上
水
道
事
業
「
旧

八
女
市
・
旧
立
花
町
・
旧
上
陽
町

（
一
部
地
域
を
除
く
）」
お
よ
び
簡

易
水
道
事
業
「
旧
黒
木
町
・
旧
星

野
村
（
一
部
地
域
を
除
く
）」
に

よ
り
、
安
全
で
安
定
し
た
水
道
水

を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
は
、

市
民
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
お

く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
水
道
法
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
水
質
検
査
を
実

施
し
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
飲
め
る

水
を
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
の
変
化
に
伴
う
地
下
水

位
の
低
下
や
、
水
質
の
悪
化
が
心

配
さ
れ
る
中
、
水
道
本
管
が
整
備

さ
れ
た
地
区
で
、
ま
だ
上
水
道
に

加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
上
水
道
お
よ
び

簡
易
水
道
へ
の
加
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
給
水
設
置
工
事（
水
道
の
新
設
、

改
造
、
修
繕
、
撤
去
）
は
、
水
道

法
に
よ
り
指
定
事
業
者
で
な
け
れ

ば
施
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
指
定
事
業
者
は
左
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
一
覧
表
の
ほ
か
に
、
市
か
ら
指

定
を
受
け
て
い
る
市
外
の
事
業
者

が
90
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
自
宅
に
あ
る
水
道
管
が
破
裂

し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

に
あ
る
バ
ル
ブ
を
閉
め
る
な
ど
の

応
急
措
置
を
し
て
、
最
寄
り
の
指

定
事
業
者
（
有
料
）
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
引
っ
越
し
の
と
き
に
は
水
道
の

開
始
・
中
止
の
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
開
始
・
中
止
の

２
～
３
日
前
ま
で
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
中
止
の
際
は
、
水
道
料
金
の
精

算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き

を
し
な
い
と
水
道
を
使
用
し
て
い
な

く
て
も
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

必
ず
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
入
院
や
出
張
な
ど
に
よ
り
長
期

不
在
（
最
低
半
月
）
の
場
合
は
、

水
道
使
用
の
一
時
中
止
が
で
き
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局

《
料
金
等
の
こ
と
》

☎
２
３・１
９
４
９

《
工
事
等
の
こ
と
》

☎
２
３・１
１
０
７

蛇口からあふれる
ぼくらの 夢・未来
水道週間は、水道について市民の皆さんに、関心を持っ
ていただくこと、また公衆衛生の向上と生活環境の改
善を図ること等を目的に設けられました。普段、何気
なく使用している水道水について、この機会に考えて
みましょう。

６
月
１
日
か
ら

６
月
７
日
ま
で
は

水
道
週
間
で
す
。

上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い

指
定
事
業
者
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を

上
下
水
道
局
で
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

①
一
般
家
庭
の
水
質
検
査

②
浄
水
器
な
ど
の
販
売
・
貸
し
出

し
・
あ
っ
せ
ん

③
給
水
管
の
清
掃

▼水道指定事業者（平成23年5月1日現在※指定順）
指定工事事業者名 所在地 電 話 番 号

丸谷商事 西 京 町 ２３・４１１８
千代田工業㈱ 北 平 塚 ２２・４３０７
㈱中村 龍 ヶ 原 ２３・３１５８
牛島電機工業㈱ 大 正 町 ２４・２１７１
㈲井手プロパン商会 大　 島 ２３・３０６５
八女食糧販売㈱ 納　 楚 ２３・２１６６
㈲岩本住設 上 吉 田 ２２・４７１８
㈲スミ設備工業 川　 犬 ２２・５４６５
ＥＭ田中 鵜　 池 ２２・４３１９
永松設備 納　 楚 ２２・７７５３
㈲タナカエンジニア 龍 ヶ 原 ２４・３１４７
吉田ボーリング工業 西矢原町 ２４・４７４３
㈲橋村住設 田　 本 ４２・００９６
㈲角屋 北 川 内 ５４・３３１８
電 ’s タカヤマ 谷　 川 ３７・００６２
清香設備工業㈱ 蒲　 原 ２２・７８８８
川口ガス住設 忠 見 北 ２３・７６６７
野田ホームガス設備 大　 籠 ２２・３０１５
大石設備 室　 岡 ２３・０８４８
㈲今村住設 下 辺 春 ３７・０３１６
㈲立花電工 北　 山 ２３・１５３３
マルタ電器 谷　 川 ３７・０２５６
㈱九電工八女営業所 蒲　 原 ２３・２４５６
牛島燃料店 上 津 江 ２２・２８６９
田中設備 白　 木 ３５・０８４５
三宅設備 下 津 江 ２３・２３６８
㈲牛嶋住興 山　 崎 ２２・６６１１
馬場燃料店 南 馬 場 ２２・４０６０
原管工 谷　 川 ３７・０６９２
㈲八女衛生社 上 吉 田 ２３・５４３５
㈲住環境総合開発 桑　 原 ４２・１１８５
橋爪食糧販売店 上 吉 田 ２２・２７６７
ひら川設備 中宮野町 ２４・３１１５
ケア設備梅野 本　 分 ４２・３４５０
㈱ライフ・２１ 立　 野 ２４・２５１０
㈲村口電工 久 木 原 ５４・２２７８
㈱高田電気 北 川 内 ５４・２０４９
ミスミデンキ 北 川 内 ５４・２１４３
㈲井上商店住設部 北 川 内 ５４・２１６５
㈲ヤマト 北 川 内 ５４・２１２５
西木テレビサービス 久 木 原 ５４・３２０８
仁田原商店 大　 淵 ４５・００３５
㈲クリハラ管工事 北　 山 ２２・５９７１
河原設備 兼　 松 ３７・０５５３
モリアキ建設㈲ 本　 分 ４２・３８２７
不動設備工業㈱ 立　 野 ２５・２５８０
大坪（博通）建設 蒲　 原 ２２・５６１２
西村住設 本 ２３・１３３７
㈱桐明組 柳　 島 ２４・３３５５
平島設備 田　 形 ３７・１０２５
持丸建設工業㈱ 北　 山 ２３・４５３８
水環境企画・一究 吉　 田 ２２・５１０９
德住工業 今　 福 ２４・５２６２
ともけい設備 大　 島 ２２・３５６４
創水 稲　 富 ２３・０１８３
㈲弥栄工業 北　 山 ２３・１１９８
三和住宅設備 本　 分 ４２・４０５１
合柴尾電気商会 桑　 原 ４２・１１８３
馬渡設備工業 北 木 屋 ４２・１３３５
㈲椿原住宅設備 黒　 木 ４２・０２６９
椿原住宅設備工事部 黒　 木 ４２・１２３７
㈲穴見商店 桑　 原 ４２・０１３０
和興住宅設備 北 木 屋 ４５・０８７９
㈱山口電気 星 野 村 ５２・３２１８
㈱ホクショウ 馬 場 ２３・３３２３
井上設備 平 田 ２４・０１６５
濵田設備 鵜 池 ２４・４８１８



第3次八女市男女共同参画
行動計画が策定されました

平成23年度内閣府男女共同参画週間6月23日～29日

「チャンスを分かち、未来を拓こう」
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◉
計
画
策
定
の
目
的

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
「
八
女
市
男
女
共
同

参
画
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」の
制
定
や「
第

２
次
八
女
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
男
女
の
不
平

等
感
や
性
別
に
よ
っ
て
固
定
化
さ
れ
た
役

割
分
担
意
識
な
ど
、
今
も
多
く
の
課
題
が

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
早
期
実
現
を

図
る
た
め
、
新
た
に
平
成
23
年
度
か
ら
の

計
画
で
あ
る
「
第
３
次
八
女
市
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

◉
計
画
の
性
格

　
こ
の
計
画
は
「
八
女
市
男
女
共
同
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、
八

女
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
か
ら

の
答
申
や
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

受
け
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◉
計
画
の
期
間

　
こ
の
計
画
は
平
成
23
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
計
画
で
す
。
た
だ
し
、
社

会
情
勢
の
変
化
等
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
は
こ
の
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
誰

も
が
生
き
生
き
と
輝
く
男
女
共
同
参
画

の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
様
々
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
市
民
や
事
業

者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

基本目標Ⅰ　男女共同参画の意識づくり
男女がお互いに尊重し合い、性別による差別的な取扱いを受け
ないように、家庭や学校や社会の場における様々な機会をとら
えて、男女共同参画の意識づくりを推進します。

①家庭教育における男女共同参画の推進
②学校教育における男女共同参画の推進
③社会教育における男女共同参画の推進
④男女共同参画啓発活動の充実

基本目標Ⅱ　男女が共に参画する社会環境づくり
男女が社会の対等な構成員として、あらゆる分野に共に参画し、喜
びも責任も分かち合っていくような社会環境づくりを推進します。

①政策・方針決定過程への女性の参画の促進
②仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進
③雇用の分野における男女共同参画の推進
④農業における男女共同参画の推進
⑤商工自営業における男女共同参画の推進
⑥地域社会活動における男女共同参画の推進
⑦国際的協調の視点に立った男女共同参画の推進

基本目標Ⅲ　男女が自立し、安心して暮らせる生活への支援
男女がひとりの個性ある人間として互いに支え合い、それぞれの
個性と能力を発揮して、自由な生き方ができるような健康で安心
して生活できる環境づくりを推進します。

①生涯を通じた健康支援
②子育て・介護に対する支援
③高齢者等の自立と社会参画に対する支援
④ひとり親家庭に対する支援
⑤女性に対する暴力の根絶～八女市ＤＶ対策基本計画～

行動計画を推進するための取り組み
男女共同参画行政の総合的な推進体制を整備し、行動計画を
効果的に推進します。

①庁内の推進体制の整備
②市民と行政が協働する推進体制の整備

個性が輝く、まちが輝く。～男女が共に参画するまちづくり～
基
本
理
念

▪応募資格＝八女市に住んでいるか通勤・
通学している人
▪応募期間＝６月30日㈭必着
▪応募作品＝写真または絵手紙
▽サイズ＝〈写真〉２Ｌ以上Ａ４サイズま
で〈絵手紙〉はがきサイズ
▪応募上の注意
▽作品は自作で未発表のものに限ります。
応募は１人につき２作品までとします。
▽応募に関する費用は自己負担となります。
▽応募作品の著作権・肖像権等に関わる

問題が生じた場合は、すべて応募者の責
任となります。
▽作品の使用等に関する一切の権利は、
八女市に帰属します。
▽応募作品は返却いたしません。
▪応募方法＝作品と住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、職業または学校名、タイ
トルを明記の上、持参または郵送ください。
▪申し込み・問い合わせ＝男女共同参画・
生涯学習課男女共同参画推進係

（☎２３・１３１４）

　八女市では、男女が性別にかかわりなく個性と能力を発揮し、生き生きと輝く男女共同参画
のまちづくりをめざしています。男女共同参画週間の取り組みとして、「男女共同参画」をテー
マにした写真や絵手紙の作品を募集します。性別にとらわれることなく個性と能力を発揮して
チャレンジする姿、家事や子育てを楽しむ男性、男女が対等なパートナーとして活動している様
子など、あなたが思う男女共同参画を表現してみませんか。寄せられた応募作品は作品展にて、
市民の皆さんにご紹介します。また、優秀作品はホームページ等で発表を行います（副賞あり）。

ご相談くだ
さい

職　
場や学校、地

域などで性

別によって差
別的扱いを

受けていると
感じたことは

あり

ませんか。ま
た、「夫から暴

力

をふるわれて
いる」「職場で

セ

クハラを受け
ている」など

の悩

みを抱えてい
ませんか。男

女

共同参画推進
支援委員は、

そ

んなあなたの
相談に応じ、

必

要な支援を行
います。秘密

は

絶対に守られ
ますので、安

心

してご相談く
ださい。

▪相談日＝毎
月第2木曜日

　

13時30分～
16時30分（

相

談時間は１人
あたり１時間で

す）

▪相談には予
約が必要で

す。

男女共同参画
・生涯学習課

男

女共同参画推
進係へお電話

く

ださい。（☎２
３・１３１４）

写真・絵手紙募集

【
主
要
課
題
】

【
主
要
課
題
】

【
主
要
課
題
】

【
主
要
課
題
】
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108

24 6
30

　広内・上原地区の棚田は、「日本の棚田百選」にも選ば
れた最も美しい棚田です。あなたもこの棚田の景観を守る
ため、家族や友だちと参加してみませんか！
◦開催日＝ 6 月26日㈰９時 30 分集合※雨天決行
◦集合場所＝八女市星野村耳納館
◦募集人員＝１００人程度
◦参加費＝大人（中学生以上）1000 円／子ども（小学生）
500 円（昼食代、温泉の入浴代含む）
◦申込締切＝ 6 月22日㈬※先着順
◦申込・問い合わせ＝広内・上原地区棚田保存実行委員
会（八女市役所星野支所商工観光係内）☎５２・３１１４

　八女茶山唄は、八女茶発祥の地を中心に江戸末期より
茶揉み唄として歌い継がれている八女茶のふるさとにふさ
わしい民謡です。当日は、3 歳から 91 歳までの総勢 217
名が出場される予定です。奥八女黒木に八女茶山唄がひ
びきわたります。
◦開催日＝６月５日㈰９時開会
◦開催場所＝八女市黒木体育館（旧黒木町民体育館）
◦スケジュール＝

◦問い合わせ＝『八女茶山唄日本一大会実行委員会』事
務局（黒木総合支所　産業経済課内）☎４２・１１１５

田
植
え
体
験

し
ま
せ
ん
か
！

八女茶山唄日本一大会

　
う
ず
ら
の
卵
か
ら

ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
ま
で

卵
の
殻
そ
の
も
の
に

装
飾
を
施
し
、
宝

石
箱
・
時
計
・
置
物

な
ど
を
創
り
出
す
エ
ッ

グ
ア
ー
ト
。
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
て
ト
レ
ー
ス
、
エ

ン
ボ
ス
、
カ
ッ
ト
、
色
付
け
な
ど
の
手

法
で
美
し
い
模
様
を
創
り
出
す
パ
ー
チ

メ
ン
ト
ク
ラ
フ
ト
。
い
ず
れ
も
八
女
の

和
紙･

木
工
な
ど
を
取
り
入
れ
、
デ
ザ

イ
ン
の
中
に
茶
の
葉
・
桜
・
ホ
タ
ル
・

星
な
ど
の
八
女
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

は
、
日
本
の
伝
統
文
化
と
西
洋
文
化

を
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
独
自
の
世
界
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
優
雅
で
繊
細
な

作
品
の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
５
月
31
日
㈫
～
６
月
26
日
㈰

◦
会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

（
八
女
市
本
町
94
番
地
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４

３
１
１
）

エッグアートと
パーチメントクラフトの世界

6月の
横町町家
交流館の
催し

※
今
回
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
６
月
10

日
㈮・11
日
㈯・12
日
㈰
に
、
各
午
前・

午
後
の
部
と
２
回
開
催
し
、
素
敵
な

パ
ー
チ
メ
ン
ト
の
「
バ
ラ
の
花
」
の
ミ

ニ
フ
レ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。
午
前
の
部

は
10
時
～
12
時
、
午
後
の
部
は
14
時

～
16
時
で
す
。
い
ず
れ
も
定
員
は
先

着
６
人
で
参
加
費
１
５
０
０
円
で
す
。

申
し
込
み
＝
田
上
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

９
４
０
５
・
９
１
６
４
）

田上純子作品展

【未来を担う子どもの教育及び少子化対策事業】
大坪義臣（宅間田）　
※４月末現在累計額＝１０５０万４３５４円

◦八幡小学校へ
川口葵衣（蒲原）＝児童用図書

ふるさと支援寄附のお礼※敬称略

寄附のお礼※敬称略

第２８回

9：10～10：35　寿年の部（63人）
10：35～11：25　壮年の部（43人）
11：25～11：45　少年少女の部（17人）
11：45～12：00　式典
12：00～12：30　昼食
12：30～12：45　少年少女の部表彰式
12：45～13：05　青年の部（13人）
13：05～14：45　高年の部（81人）
14：45～16：00　決勝戦
16：00～16：20　アトラクション
16：20～16：40　グランプリ戦
16：40～17：10　発表・表彰式
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て
い
る
人
も
多
い
で
す
。
高
速
道
路
で
も
広
川

イ
ン
タ
ー
や
八
女
イ
ン
タ
ー
で
降
り
る
車
は
出

口
近
く
で
急
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
、
急
に
左
に

寄
る
の
で
危
な
い
で
す
。
八
女
に
対
し
嫌
な
印

象
を
持
ち
、
こ
こ
ら
へ
ん
で
食
事
を
し
よ
う
と

い
う
気
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
九
州
新
幹
線
筑

後
船
小
屋
駅
の
開
業
で
県
外
か
ら
の
お
客
も

多
く
な
る
と
思
う
の
で
、
マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け

て
ほ
し
い
で
す
。
熊
本
あ
た
り
で
は
、「
県
外

の
車
に
は
優
し
く
し
よ
う
」
な
ど
と
盛
ん
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
よ
。
　
　
　（
匿
名
・
男
性
）

　
こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を
電
話
で
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
こ
こ
で
生
活
し
て
い
る

私
た
ち
は
気
付
か
な
い
こ
と
で
す
が
、
県
外
か

ら
来
ら
れ
る
人
か
ら
は
「
マ
ナ
ー
が
悪
い
」
と

の
印
象
を
持
た
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
マ
ナ
ー
の
よ
い
運
転
は
、
交
通
安
全
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
一
人

の
心
が
け
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
、
警
察
署
や

交
通
安
全
協
会
を
通
し
て
、
交
通
安
全
教
室

や
講
習
会
な
ど
で
も
広
く
市
民
に
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
交

通
安
全
、
交
通
マ
ナ
ー
の
ア
ッ
プ
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
生
活
安
全
課
）

　
保
育
所
・
園
の
入
所
の
件
で
す
が
、
そ
の
地

域
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
が
入
所
で
き
な

く
て
、
他
地
域
（
校
区
外
）
に
住
ん
で
い
る
子

ど
も
た
ち
が
入
所
し
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
で

　
熊
本
県
か
ら
国
道
３
号
線
を
利
用
し
、
１

年
ほ
ど
八
女
を
通
っ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
。

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
八
女
の
人

は
運
転
マ
ナ
ー
が
悪
い
。
運
転
が
荒
い
し
、
道

を
譲
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
道
を
譲
っ
て
い

る
の
は
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
人
で
す
。
道
を
譲
ら

れ
て
も
あ
い
さ
つ
も
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら
運
転
し

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、俳句、
身辺雑記、市へのご意見や質問などの
投稿をお待ちしています。

八
女
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
運
転
マ
ナ
ー

を
良
く
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

保
育
所
（
園
）
に
校
区
外
か
ら

入
所
し
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
で
す
か

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑

問
な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
は
が
き
や
フ
ァ
ク
ス
な
ど

を
利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
市
長

へ
の
は
が
き
」
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案

に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら

直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
等
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
無
責
任
な
誹
謗
・
中
傷
と
思

わ
れ
る
意
見
書
・
提
案
書
に
つ
い
て
は
対

応
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

見み

め目
の
よ
き
松ま
つ

壇だ
ん

上じ
ょ
うに

入に
ゅ
う
が
く学す

蘇よ
み
が
へる

命い
の
ちな

ら
ば
と
万ば
ん

愚ぐ

節せ
つ

霾つ
ち
ふ
るや

満ま
ん

州し
ゅ
う

語か
た

る
集つ
ど

ひ
あ
り

鶯う
ぐ
い
すや
観か
ん
音の
ん
菩ぼ

薩さ
つ
の
奥お
く
の
院い
ん

蓬よ
も
ぎ
つ摘
む
野の

べ辺
の
細ほ
そ
み
ち道
風か
ぜ
渡わ
た
る

葉は

を
落お
と
し
芽め

吹ぶ
く
く
る
み
の
枝え
だ
ひ
ろ拡
ぐ

胸む
な
つ
き
の
参さ
ん
ど
う道
長な
が
し
奢し
ゃ
が莪
の
花は
な

紅こ
う
ば
い梅

に
ほ
ゝ
え
む
ご
と
き
遺い

影え
い

か
な

八
女
紫
苑
会

堤
　
多
鶴
子

中
川
原
篤
子

松
崎
　
伸
子

松
延
み
さ
と

三
輪
ウ
ラ
子

井
上
ト
シ
子

牛
島
　
景
子

田
中
サ
ト
リ

し
ょ
う
か
。不
思
議
に
思
い
ま
す
。　
　（
匿
名
）

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

保
育
所
は
、
保
護
者
が
働
い
て
い
た
り
、
病

気
の
状
態
に
あ
る
な
ど
の
た
め
に
、
家
庭
に
お

い
て
十
分
保
育
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童

を
、
家
庭
の
保
護
者
に
か
わ
っ
て
保
育
を
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
す
。

　
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
就
労
先
な
ど
の
や
む

を
得
な
い
事
情
等
に
よ
り
、地
域
外
（
校
区
外
）

か
ら
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
も
お
ら
れ

ま
す
。
入
所
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
在
所
児
の

き
ょ
う
だ
い
な
ど
の
新
規
入
所
の
場
合
な
ど
、

保
護
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
公
平
・
公
正

な
決
定
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
子
育
て
支
援
課
）

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 23.6）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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６月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3112

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

「
お
り
な
す
八
女
」
の
名
づ
け
親  

馬
場 

輝
美
さ
ん
（
室
岡
）

《上陽、立花、矢部・星野分館の休館日》
※月曜および祝・休日、最終金曜日
6㈪、13㈪、20㈪、24㈮※、27㈪

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日
6㈪、13㈪、20㈪、24㈮※、27㈪
※は館内整理日図書館の休館日

６月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

にぎやかで活気のあった昔の
八女福島を振り返りながら、「あ
のようなキラキラしてわくわく
するような感動を、『おりなす
八女』で味わえるようになれる
ことを願います」と馬場さん。

豊かな八女の

《黒木分館の休館日》
※火曜および祝・休日、最終金曜日
7㈫、14㈫、21㈫、24㈮、28㈫

象徴にと命名
30

絵本や紙芝居など親子でお
楽しみください。
♥本館　4日、11日、18日、
25日　※いずれも土曜日
14時～おはなしコーナー
♥黒木分館　

11日㈯14時～
おはなしコーナー

6月のよみきかせ

6月のあかちゃんよみきかせ

0歳～2歳児対象によみき
かせやわらべうたなど。
♥本館15日㈬11時～
おはなしコーナー
♥黒木分館　

23日㈭11時～
おはなしコーナー

　『
お
り
な
す
八
女
』
―
一
本
一
本

の
縦
糸
と
横
糸
が
か
か
わ
り
あ
い
な

が
ら
紡
が
れ
、
無
限
に
広
が
る
一
枚

の
布
を
織
り
成
し
て
ゆ
く
―
八
女

市
民
会
館
の
愛
称
は
、
応
募
総
数

４
５
９
点
の
中
か
ら
馬
場
さ
ん
が
考

え
た
「
お
り
な
す
」
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。

「
市
民
会
館
の
完
成
は
八
女
に
と
っ

て
明
る
い
話
題
で
、
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
み
ん
な

が
集
い
、
勉
強
し
た
り
文
化
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
夢
や

輪
が
広
が
っ
て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
」

　
縦
糸
が
歴
史
な
ら
、
横
糸
は
そ
こ

に
生
き
る
人
々
。
新
八
女
市
の
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
良
さ
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
、
こ
こ
「
お
り
な
す
八
女
」
が

豊
か
な
八
女
の
象
徴
に
な
っ
て
ほ
し

い
、
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
い
る
と

馬
場
さ
ん
。
自
身
も
、『
町
づ
く
り

応
援
団
』
の
代
表
と
し
て
、
平
成
18

年
度
か
ら
花
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

「
地
域
の
サ
ロ
ン
や
保
育
所
な
ど
を

訪
問
し
、
一
緒
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
や
健
康
体
操
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
お
花
を
前
に
す
る
と
皆

さ
ん
気
持
ち
が
な
ご
ま
れ
る
よ
う
で

す
。
保
育
所
の
子
ど
も
さ
ん
も
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
、
は

さ
み
も
自
分
で
使
っ
て
上
手
に
ア
レ

ン
ジ
さ
れ
ま
す
よ
」

「『
お
り
な
す
八
女
』
は
、
音
響
設

備
も
、
中
に
入
っ
て
い
る
ピ
ア
ノ
も

素
晴
ら
し
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
い

い
施
設
が
で
き
た
の
だ
か
ら
、
人

と
人
と
が
出
会
い
、
心
が
豊
か
に

な
る
よ
う
な
空
間
に
育
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」

《
児
童
図
書
》

「
な
み
だ
め
ネ
ズ
ミ　

イ
グ
ナ
ー
ト
の
ぼ
う
け
ん
」

乙
一
さ
く　

小
松
田
大
全
え

　

弱
虫
で
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の

ネ
ズ
ミ
・
イ
グ
ナ
ー
ト
に
、
生

ま
れ
て
は
じ
め
て
の
友
だ
ち

が
で
き
た
。口
が
悪
い
け
れ
ど
、

心
は
や
さ
し
い
亡
国
の
王
女
・

ナ
タ
リ
ア
だ
。
し
か
し
、
あ

る
日
彼
女
は
連
れ
去
ら
れ
て

し
ま
う
。
残
さ
れ
た
イ
グ
ナ
ー

ト
は
、
友
だ
ち
に
再
会
す
る

た
め
に
勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
り
、

旅
に
出
る
が
…
。
ち
ょ
っ
と
勇

気
の
出
し
方
を
教
え
て
く
れ

る
、
友
情
の
物
語
で
す
。

○
み
や
に
し 

た
つ
や
講
演
会

　
「
お
父
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

で
お
馴
染
み
の
み
や
に
し
た
つ
や
さ

ん
の
講
演
会
で
す
。

◦
期
日
＝
６
月
26
日
㈰
13
時
開

場
、
13
時
30
分
開
演

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
（
☎ 

２
２
・
２
５
０
４
）

○
第
２
回
郷
土
史
講
座

　

八
女
教
学
の
祖
・
江
碕
済
に
つ

い
て
の
講
座
で
す
。

◦
期
日
＝
６
月
５
日
㈰
13
時
30
分

◦
会
場
＝
黒
木
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ふ
じ
の
里
」
２
階
研
修
室

◦
講
師
＝
松
尾
文
郎
氏

◦
演
題
＝
「
江
碕
山
脈
を
語
る
」

◦
定
員
＝
30
人

◦
申
し
込
み
＝
八
女
市
立
図
書
館

（
☎ 

２
２
・
２
５
０
４
）

黒木分館おすすめ図書

まちづくり応援団の活動
で、保育所の子どもたちと
フラワーアレンジ

テーマ
図書

○
一
般
図
書
　
家
事
を
楽
し
む
　

○
児
童
図
書
　
お
お
き
く
な
っ
た
ら 

な
ん
に
な
る
？

   

・
み
や
に
し 

た
つ
や
さ
ん
の
本
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川
の
汚
れ
の
多
く
は
、
家
庭
か
ら
出
る

「
生
活
排
水
」
で
す
。
本
来
、
汚
れ
た
水

は
自
然
の
大
き
な
循
環
の
中
で
、
ゆ
っ
く

り
と
き
れ
い
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
れ
は
、

川
に
住
む
た
く
さ
ん
の
生
物
や
水
草
な
ど

が
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
働
き
を
し
て
く

れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、川
の
両
岸
や
底
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
た
り
、
洗
浄
力
の
強
い
合
成
洗

剤
を
使
う
こ
と
で
、
生
物
が
住
め
な
く
な

り
、
自
然
の
浄
化
サ
イ
ク
ル
が
壊
れ
て
川

が
汚
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、『
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
』
を
使
っ
た
浄
化
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
『
え
ひ

め
Ａ
Ｉ
』
は
家
庭
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と

が
で
き
て
、
材
料
は
す
べ
て
食
べ
ら
れ
る

も
の
な
の
で
安
全
で
安
心
し
て
使
え
ま
す
。

　
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
か
ら
で
き
る
こ

と
、
ま
ず
は
、一
人
一
人
が
意
識
を
も
っ
て
、

汚
水
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
排
水
は
下
流
に
暮
ら
す
人

た
ち
へ
届
き
ま
す
。
水
を
大
切
に
す
る
こ

と
は
、
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
よ
ね
。

※
『
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
』
＝
愛
媛
県
産
業
技
術

研
究
所
で
開
発
さ
れ
た
環
境
浄
化
微
生
物

の
こ
と

　
自
然
は
み
ご
と
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て

き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
便
利
で
快
適
な

暮
ら
し
を
求
め
て
き
た
結
果
、
今
の
環
境

破
壊
・
汚
染
が
あ
り
ま
す
。
便
利
さ
を
少

し
我
慢
し
て
、
子
孫
の
た
め
に
豊
か
で
き

れ
い
な
川
を
取
り
戻
し
残
す
こ
と
が
、
汚

し
て
し
ま
っ
た
大
人
の
責
任
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
八
女
は
水
が
き
れ
い
で
自
然
が
素
晴
ら

し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
市
内
の
水

路
は
汚
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の

地
域
を
誇
れ
る
よ
う
な
街
に
す
る
た
め
に

中
か
ら
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る
の
は
、

体
感
す
る
こ
と
で
環
境
問
題
へ
の
関
心
を

高
め
、
自
分
た
ち
の
街
を
守
り
続
け
て
ほ

し
い
か
ら
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

環
境
学
習
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

出
か
け
ま
す
よ
！

　「
お
疲
れ
さ
ま
で
す
」
と
声
を
か
け
て
も

ら
う
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
こ
の
活
動
は
、

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
、
そ
し
て
続
け

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
私
た
ち
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
多
く
の
参
加
者
を
望

ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
次
代
を
担
う
若
い

人
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
私
た
ち
の
活
動
や
『
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
』
に

つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
人
は
、気
軽
に「
八

女
水
の
会
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
連
絡
先
＝
八
女
水
の
会
会
長
・
牛
島
孝

行
さ
ん
（
☎
２
３・０
６
８
３
）

なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　

私
た
ち
人
間
の
か
け
が
え
の
な
い
命
は
、
地
球
と
い
う
ひ
と
つ
の
生
命
体
の
中
で
す
べ
て
の
生
物

と
関
係
し
あ
い
、
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
地
球
が
病
気
に
な
れ
ば
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
間
も
い

き
い
き
と
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
、
環
境
問
題
も
人
権
問
題
な
の
で
す
。

　

今
回
は
、
生
物
の
命
の
源
で
あ
る
水
、
そ
の
命
の
水
を
つ
な
ぐ
川
を
守
ろ
う
と
活
動
さ
れ
て
い
る

「
八
女
水
の
会
」
の
会
員
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。「
八
女
水
の
会
」
は
、
豊
か
で
き
れ
い
な
川
を
残
し

た
い
と
の
思
い
を
も
つ
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、会
員
数
は
約
30
人
。

八
女
市
内
を
流
れ
る
川
、
井
堰
の
清
掃
や
『
え
ひ
め
Ａあ
いＩ
※
』
の
散
布
、「
矢
部
川
を
つ
な
ぐ
会
」

の
ご
み
調
査
へ
の
参
加
、
矢
部
川
物
語
（
花
火
大
会
）
の
翌
日
の
ご
み
拾
い
の
ほ
か
、
市
内
小
学

校
と
合
同
の
ご
み
拾
い
活
動
や
総
合
学
習
へ
の
取
組
み
な
ど
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

川
を
守
る
　
命
を
守
る

福島小学校児童との川清掃

文化池（福島）の清掃

松尾川（辺春）で魚を探す子どもたち

水
質
浄
化
は
微
生
物
の

力
し
か
な
い
！

壊
し
た
の
も
私
、
守
る
の
も
私

誇
れ
る
故
郷
を

次
代
を
担
う
若
い
世
代
へ
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人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
次

の
人
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
ま
し
た
。

〈
新
任
〉

▽
石
崎
敏
子
さ
ん
（
黒
木
町
）

任
期
＝
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

人
権
擁
護
委
員
と
は
？

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
皆

さ
ん
が
人
と
し
て
幸
せ
な
毎
日
を

送
っ
て
い
く
た
め
の
権
利
―
「
人

権
」
―
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
常

に
注
意
を
払
い
、
も
し
人
権
が
侵

害
さ
れ
た
と
き
は
、
被
害
救
済
の

た
め
速
や
か
に
適
切
な
処
置
を
と

り
、
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人

権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う

な
啓
発
活
動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
街

の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
特
設
人
権
相
談
所
（
な
ん
で

も
人
権
相
談
）
を
随
時
開
設
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
八

女
支
局
（
☎
２
３
・
２
６
０
３
）

★
岡
山
小
学
校
は
、「
聴
き
合
い
の

授
業
」
と
「
自
問
清
掃
」、「
読
書
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
聴
き
合
い
の
授
業
」

「
友
だ
ち
の
考
え
を
聴
き
た
い
」

「
そ
う
考
え
た
わ
け
を
聴
き
た

い
」と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち

を
大
切
し
な
が
ら
、友
だ
ち
と
か
か

わ
り
共
に
学
び
合
い
な
が
ら
進
め

て
い
く
授
業
で
す
。昨
年
度
か
ら
、

こ
の
聴
き
合
い
の
授
業
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。

「
自
問
清
掃
」

「
が
ま
ん
玉
（
意
志
力
）」「
し
ん

せ
つ
玉
（
情
操
）」「
み
つ
け
玉
（
創

造
性
）」
を
磨
く
清
掃
で
す
。
先
生

の
指
示
や
顔
色
を
み
な
が
ら
掃
除

を
す
る
の
で
は
な
く
、自
分
の
判
断

の
尺
度
に
従
っ
て
、掃
除
を
し
て
い

き
ま
す
。

「
読
書
」

朝
の
活
動
で
は
全
校
で
「
読
書
」

を
し
て
い
ま
す
。全
校
の
子
ど
も
た

ち
が
、
静
か
な
朝
の
教
室
で
、
黙
っ

て
読
書
を
し
ま
す
。

そ
し
て
、
毎
月
一
回
、
読
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
『
た
ま
て
ば
こ
』
の
皆
さ

ん
か
ら
の
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま

す
。

★
校
区
に
あ
る
西
日
本
短
期
大
学
附

属
高
等
学
校
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
演
劇
部
と
野
球
部

の
生
徒
さ
ん
に
、
劇
『
風
が
止
ま

る
と
き
』を
公
演
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
５
・
６
年
生
に
『
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
』
の
踊
り
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。『
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
』
は
、５
月
の
運
動
会
で
披
露

し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、『
サ
ザ
ン
ク
ス

筑
後
』
の
先
生
か
ら
発
声
の
仕
方

を
教
え
て
も
ら
い
、小
さ
く
て
も
通

る
声
を
出
そ
う
と
、
朝
、
発
声
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

八女市鵜池３０２番地（☎２２・４７０１）
●校長･藤木文博 ●職員数 29人 ●学級数 13（特別支援学級１）  ●児童数 374人

岡山小学校 学
校
訪
問
⑫ 

自問清掃をする子どもたち

聴き合いの授業の様子

読み聞かせの様子

７月10 日㈰に予定されている「農業委員選挙」の立候
補予定者に対する説明会を次のとおり開催します。

◉日時＝６月 17 日㈮　14 時～
◉会場＝八女市役所本庁北庁舎 2 階 205 会議室
◉立候補できる人＝次の要件のすべてに該当する人
▷市内に居住している人
▷７月 10 日現在、20 歳以上の人
▷ 10 アール以上の農地を耕作している人
◉農業委員の定数
▷第一選挙区  ５人（上妻、忠見、川崎）
▷第二選挙区  ４人（福島、長峰、三河）
▷第三選挙区  ４人（八幡、岡山）
▷第四選挙区  ３人（上陽町）
▷第五選挙区  13 人（黒木町、矢部村）
▷第六選挙区  ８人（立花町）
▷第七選挙区  ３人（星野村）
◉投票できる人
▷農業に従事していて、今年 1 月 1日から引き続き市
内に居住し、農業委員選挙人名簿に登録されている人
◉問い合わせ＝市選挙管理員会（☎ 23・1111）

農業委員選挙
立候補予定者説明会

６月１日は
人権擁護委員の日です

お互いに人権を守って
明るい社会をつくることが

私たち人権擁護委員の願いです
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平
成
23
年
度
の
市
県
民
税
は
、

平
成
23
年
１
月
１
日
に
本
市
に
住

所
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
平
成
22

年
中
の
所
得
を
基
に
計
算
し
、
決

定
し
ま
す
。
退
職
な
ど
に
よ
り
現

在
収
入
が
な
く
て
も
、
平
成
22
年

中
に
収
入
が
あ
れ
ば
課
税
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
市
県
民
税
を
納
め
る
人

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在

◦
市
内
に
居
住
し
、
平
成
22
年
中

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た
人

◦
市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
が
、

市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
、
家
屋

敷
を
所
有
し
て
い
る
人

▽
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

【
均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い

人
】

◦
平
成
22
年
中
に
所
得
の
な
か
っ

た
人

◦
１
月
１
日
現
在
で
生
活
保
護
法

に
よ
る
生
活
扶
助
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
人

◦
障
害
者
、未
成
年
、寡
婦
（
寡
夫
）

で
平
成
22
年
中
の
合
計
所
得
金
額

が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

◦
平
成
22
年
中
の
合
計
所
得
金
額

が
、
28
万
円
に
本
人
、
控
除
対
象

配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
合
計

数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
控
除
対

象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
金
額
に
さ
ら

に
16
万
８
千
円
を
加
算
し
た
金

額
）
以
下
の
人

【
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人
】

◦
平
成
22
年
中
の
総
所
得
金
額
等

が
、
35
万
円
に
本
人
、
控
除
対
象

配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
合
計

数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
控
除
対

象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
金
額
に
さ
ら

に
32
万
円
を
加
算
し
た
金
額
）
以

下
の
人

▽
納
め
る
方
法

市
県
民
税
を
納
め
る
方
法
は
、
主

に
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方
法（
普

通
徴
収
）・
・
・
事
業
所
得
者
な
ど

※
市
か
ら
個
人
あ
て
に
直
接
送
付

す
る
納
税
通
知
書
（
６
月
10
日
付

発
送
）
に
よ
り
、
年
税
額
を
平
成

23
年
６
月
、
８
月
、
10
月
、
平
成

24
年
１
月
の
４
回
の
納
期
に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
勤
務
先
で
給
与
か
ら
差
し
引
い

て
納
め
る
方
法
（
特
別
徴
収
）・・・

給
与
所
得
者

※
年
税
額
を
平
成
23
年
６
月
か
ら

平
成
24
年
５
月
ま
で
の
12
回
に
分

け
て
、
給
与
か
ら
差
し
引
い
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納

め
る
方
法
（
特
別
徴
収
）・
・
・
公

的
年
金
受
給
者

※
年
税
額
を
平
成
23
年
４
月
か
ら

平
成
24
年
２
月
ま
で
の
６
回
に
分

け
て
、
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
公
的
年
金
か
ら
の
市
民
税
・
県

民
税
の
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

平
成
22
年
10
月
支
給
の
年
金
か

ら
市
県
民
税
の
特
別
徴
収
（
以
下

「
年
金
特
徴
」）
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。年

金
特
徴
と
は
、
市
県
民
税
の

う
ち
、
公
的
年
金
に
か
か
る
市
県

民
税
額
を
年
金
か
ら
差
し
引
い
て

納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

年
金
特
徴
は
、
徴
収
方
法
が
変

更
に
な
る
だ
け
で
、
市
県
民
税
の

税
額
が
変
更
に
な
る
制
度
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◦
対
象
と
な
る
人

次
の
①
～
⑤
す
べ
て
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
人

①
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
満
65
歳
以
上
の
人
（
４
月
１
日

現
在
）

②
公
的
年
金
に
か
か
る
所
得
に
対

し
て
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
人

③
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎

年
金
、
老
齢
年
金
等
を
受
給
さ
れ

て
い
る
人

④
１
月
１
日
以
降
引
き
続
き
八
女

市
内
に
お
住
ま
い
の
人

⑤
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
て
い
る
人

※
ご
自
身
が
対
象
に
な
っ
て
い
る

か
は
、
６
月
10
日
付
発
送
の
市
県

民
税
納
税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◦
徴
収
方
法

　
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
対

す
る
市
県
民
税
を
、年
６
回（
４
月・

６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
・
翌

年
２
月
）
の
年
金
支
給
ご
と
に
引

き
落
と
し
ま
す
（
特
別
徴
収
）。

※
詳
し
く
は
17
ペ
ー
ジ
の
具
体
例

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成23年度の市県民税の納税通知書を6月10日
付で郵送します。納税通知書（右写真）がお手
元に届きましたら、必ず内容をご確認ください。
なお、市県民税が課税されない人への非課税の
お知らせは発送していません。

平
成
23
年
度
市
県
民
税
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
の

主
な
留
意
点

税



広報やめ　2011.6.117

６
月
は
梅
雨
期
に
入
り
、
１
年
の
う

ち
最
も
降
水
量
が
増
え
る
時
期
で
す
。

ま
た
日
本
の
地
形
は
、
河
川
の
急
激
な

増
水
や
は
ん
ら
ん
、
土
砂
災
害
が
発
生

し
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

風
水
害
に
よ
る
人
的
被
害
を
減
ら
す

に
は
、
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
市
か
ら
避
難
勧
告
・
避
難

指
示
な
ど
の
発
令
が
あ
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
強
い
雨
な
ど
に
よ
っ
て
市

か
ら
の
避
難
勧
告
等
の
呼
び
掛
け
が
聞

き
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
気
象
情
報
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

危
険
と
思
わ
れ
る
場
合
は
速
や
か
に
避

難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
暗
い
時
間

帯
や
、
雨
が
降
る
中
で
の
避
難
も
想
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
避
難
所
の
位
置
や
、

避
難
所
ま
で
の
道
筋
を
日
ご
ろ
か
ら
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
浸
水

に
よ
り
避
難
所
ま
で
の
歩
行
等
が
危
険

な
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
生
命
を

守
る
最
低
限
の
行
動
と
し
て
、
自
宅
や

隣
接
す
る
建

物
の
上
階
へ

緊
急
的
に

避
難
す
る
な

ど
、
臨
機
応

変
な
対
応
を

と
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 ▽

扶
養
控
除
に
関
す
る
改
正
は
平
成
24
年
度

（
平
成
23
年
分
）
課
税
か
ら
で
す

子
ど
も
手
当
の
創
設
に
伴
い
、
16
歳
未
満

の
人
に
対
す
る
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

市
県
民
税
は
平
成
24
年
度
分
か
ら
適
用
と
な

り
ま
す
の
で
、
平
成
23
年
度
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
高
校
授
業
料
無
償
化
・
就
学
支
援

金
支
給
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
16
歳
以
上
19

歳
未
満
の
人
に
係
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部

分
（
12
万
円
）
に
つ
い
て
も
、
市
県
民
税
は

平
成
24
年
度
分
か
ら
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
平

成
23
年
度
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
役
所
税
務
課
市
民

税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
３
）

徴収
方法

自分で納付
（普通徴収）

年金からの引き落とし
（特別徴収）

年度 前半 後半

徴収月 6月 8月 10月 12月 2月

税額

年税額の2分の1 年税額の2分の1

3,000円 3,000円 2,000円 2,000円 2,000円

１／４ １／４ １／６ １／６ １／６
年税額の 年税額の

徴収
方法 年金からの引き落とし（特別徴収）

年度 前半（仮徴収） 後半（本徴収）

徴収月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額

前年度後半の額 年税額と年度前半（仮
徴収）分の差額

2,000円 2,000円 2,000円 3,000円 3,000円 3,000円

１／３ １／３ １／３
23年2月と同じ額 23年度税額の残り

大震災により被害を受けた人は、所得税の軽減・免除が受
けられ、税務署で手続きを行うことで所得税が還付となる
場合があります。そのほか、源泉所得税の徴収猶予や還
付、廃車になった自動車の自動車重量税の還付などの特例
があります。詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせい
ただくか、国税庁ホームページをご覧ください。
また、地方税についても、住民税、固定資産税、自動
車税等の特例があります。詳しくは、お住まいの都道
府県または市町村に問い合わせください。
S http://www.nta.go.jp

被災地の自治体への寄付金、自治体を通じての被災者
への義援金は「ふるさと寄付金」として住民税・所得
税の控除が受けられます。日本赤十字や中央共同募金
会等への義援金も「ふるさと寄付金」として控除が受
けられます。詳しくは総務省東日本大震災関連情報ホ
ームページをご覧ください。
S http://www.soumu.go.jp

風
水
害
に
対
す
る
備
え

八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４・０
１
１
９
）

現在まで年金から特別徴収され
ていない人、または年金からの特
別徴収が途中で中止になった人

前年度に引き続き年金から
特別徴収されている人

例）平成23年度の税額が12,000円の場合

例）税額が平成22年度は12,000円
例：平成23年度は15,000円の場合

具体例
２

具体例
１税金関係のお知らせ

あなたの「ふるさと寄付金」が
被災地支援に

※避難場所については「八女消防本部」の
公式ホームページを確認してみましょう！

http://www.yame119.jp

東日本大震災
により被害を
受けられた人へ
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藤
の
花
を
ど
う
ぞ

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

福
島
の
町
並
み
保
存
地
区
で
は
、

木
造
建
築
が
密
集
す
る
伝
統
的
町

並
み
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
初

期
消
火
用
に
一
人
で
も
使
え
る
住

民
用
消
火
栓
の
設
置
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
年
３
月
に
土
橋
、
西
紺

屋
町
、
東
宮
野
町
、
西
古
松
町
、

東
矢
原
町
の
道
沿
い
に
消
火
栓
９

基
を
設
置
。
５
月
２
日
㈪
に
八
女

消
防
本
部
と
八
女
市
消
防
団
第
１

分
団
の
指
導
の
も
と
、
地
元
の
皆

さ
ん
約
70
人
が
参
加
し
て
消
火
栓

を
使
っ
た
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
が
実
際
に
放
水

を
し
て
女
性
や
高
齢
者
の
力
で
も

放
水
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
同
保
存
地
区
の
道

沿
い
に
消
火
栓
10
基
を
設
置
す
る

予
定
で
す
。

白
日
会
、
土
日
会
会
員
で
八
女

市
出
身
の
平
島
照
男
さ
ん
と
姉
の

平
島
一
子
さ
ん
か
ら
４
月
15
日
㈮
、

市
に
絵
画
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
贈
ら
れ
た
絵
は
、「
東
へ
西

へ
」。
独
特
の
色
づ
か
い
で
シ
リ
ア

の
砂
漠
の
情
景
が
描
か
れ
た
こ
の

絵
は
応
接
室
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

平
島
さ
ん
は
、
現
在
千
葉
県
南
房

総
市
に
在
住
し
、
創
作
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

黒
木
小
学
校
５
年
生
は
、
先
輩
た
ち

か
ら
代
々
受
け
継
い
で
き
た
藤
の
花
を

育
て
て
い
ま
す
。
４
月
19
日
㈫
に
は
黒

木
総
合
支
所
を
訪
れ
、「
心
を
こ
め
て
育

て
た
藤
の
花
で
す
。
大
事
に
飾
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
、
藤
の
花
を
浅
田
総
合
支

所
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
藤
の
花
を
育
て

る
こ
と
で
地
域
の
良
さ
を
知
り
、
命
を

大
切
に
す
る
心
を
は
ぐ
く
も
う
と
毎
年

行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
校
区
内
の
18
事

業
所
な
ど
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
茶
の
生
育
と
作
業
中
の
安
全
を

祈
願
す
る
第
39
回
新
茶
祈
願
祭
が
４

月
21
日
㈭
、
八
女
中
央
大
茶
園
に
あ

る
五
社
神
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
事
に
は
茶
業
生
産
者
な
ど
約

１
３
０
人
が
出
席
。
主
催
者
の
斉

藤
元
実
行
委
員
会
長
は
「
震
災
の

被
害
に
あ
わ
れ
た
人
た
ち
の
た
め

に
も
、
お
茶
の
生
産
者
で
あ
る
私

た
ち
は
飲
ん
で
お
い
し
い
、
幸
せ

に
感
じ
る
よ
う
な
お
茶
を
、
心
を

こ
め
て
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
、
会
場
で
は
新
茶
の

て
ん
ぷ
ら
や
ケ
ー
キ
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。

道
の
駅
た
ち
ば
な
に
４
月
28
日

㈭
、
光
友
保
育
所
と
北
山
保
育
所

の
園
児
43
人
が
作
っ
た
一
風
変
わ

っ
た
こ
い
の
ぼ
り
が
現
れ
ま
し
た
。

赤
い
こ
い
の
ぼ
り
は
北
山
保
育
所

の
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
も
の
で
、

笑
顔
の
写
真
と
そ
れ
ぞ
れ
の
手
形

を
う
ろ
こ
に
見
立
て
て
い
ま
す
。

黄
色
い
こ
い
の
ぼ
り
は
光
友
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
も
の

で
、
大
き
な
鯉
の
周
り
を
小
さ
な

子
鯉
が
じ
ゃ
れ
あ
っ
て
い
る
様
子

を
表
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
こ
い
の
ぼ
り
も
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と

と
も
に
、
道
の
駅
に
来
る
お
客
さ

ま
を
笑
顔
で
迎
え
た
い
と
い
う
思
い

で
作
ら
れ
、
５
月
末
ま
で
元
気
に

お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

祭壇に新茶が献上されました

手紙と一緒に手渡されました

道の駅内に飾られたこいのぼり

地元の皆さんによる消火訓練の様子

平島照男さん（左）と寄贈いただいた絵

自
分
た
ち
で
守
る
伝
統
的
町
並
み 

消
火
栓
を
使
っ
て
消
火
訓
練

お
い
し
い
お
茶
を
心
を

こ
め
て
作
っ
て
い
き
た
い

絵
画
を
寄
贈

手
作
り
こ
い
の
ぼ
り
が
お
出
迎
え 

保
育
園
児
43
人
が
制
作

18



〈
団
体
の
部
〉

中
学
男
子　

優
勝　

三
橋
中
Ａ　

２

位　

菅
生
中
Ａ　

３
位　

大
川
南
中

Ａ
・
横
代
中　

中
学
女
子　

優
勝　
飛
幡
中
Ａ　
２
位

金
武
中　
３
位　
大
和
中
・
菅
生
中

〈
個
人
の
部
〉

中
学
男
子　

優
勝　

松
藤 

翔
（
大
和

中
）　

２
位　

河
口
祐
輝
（
三
橋
中
） 

３
位　
田
中
大
樹
（
同
）・
阿
久
根
良

太
（
吉
田
中
）

中
学
女
子　

優
勝　

織
田
涼
香
（
飛

幡
中
）　

２
位　
岩
室
聖
佳
（
金
武
中
）

３
位　

白
石
莉
都
（
菅
生
中
）・
金
子

穂
香
（
同
）

〈
団
体
の
部
〉

小
学
高
学
年　

優
勝　

木
屋
道
場　

２
位　

黒
木
道
場　

３
位　

黒
木
西

道
場
・
大
淵
道
場　

小
学
低
学
年　

優
勝　

大
淵
道
場　

２
位　
木
屋
道
場　

３
位　
黒
木
道
場

〈
個
人
の
部
〉

小
学
６
年
男
子　
優
勝　
草
場 

優（
黒

木
西
）　
２
位　

鍋
田
一
輝
（
木
屋
）　

３
位　

中
井
侑
矢
（
黒
木
西
）・
内
藤

健
斗
（
木
屋
）

小
学
５
年
男
子　
優
勝　
堤 

紀
雅（
黒

木
）　

２
位　

井
手
新
八
（
黒
木
）　

３
位　
原 

光
生（
同
）・桁
山
翔
稀（
同
）

小
学
女
子　

優
勝　
仁
田
原
有
未
（
木

屋
）　
２
位　
加
藤
千
晶
（
黒
木
西
）　
３

位　
倉
ノ
下
萌
香
（
同
）・溝
田
若
菜
（
同
）

小
学
低
学
年　
優
勝　
川
島
周
太（
黒

木
）　

２
位　
鍋
田
輝
哉
（
木
屋
）　

３

位　

坂
本
三
千
弥
（
黒
木
西
）・
水
本

百
香
（
大
淵
）

中
学
３
年
男
子　

優
勝　

下
川
大
輝

（
輝
翔
館
）　
２
位　
栗
山
温
気
（
黒
木
）

３
位　
溝
田
将
之（
同
）・森
田
凌
平（
同
）

中
学
２
年
男
子　

優
勝　

池
田
将
俊

（
輝
翔
館
）　
２
位　
堤 

貴
昭
（
黒
木
）

３
位　
井
手
大
智（
同
）・吉
田
昴
平（
同
）

中
学
１
年
男
子　
優
勝　
原 

航
生（
黒

木
）　

２
位　

栗
原
秀
斗
（
同
）　

３

位　
田
中
浩
巳
（
同
）・田
代
和
樹
（
同
）

中
学
女
子　
優
勝　
内
藤 

慶
（
黒
木
）

２
位　
堤 

萌
絵
（
同
）　

３
位　
加
藤

新
菜
（
同
）・
馬
渡
美
月
（
同
）

優
勝　
光
友
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー　

２
位　
忠
見
ラ
イ
オ
ン
ズ

３
位　
八
女
嵐
・
岡
山
ヤ
ン
グ
ス

ＳＰＯＲＴＳ

第
57
回
大
藤
ま
つ
り

卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　

 

期
日　

４
月
17
日
㈰

　
　
　
　
　
　

 

会
場　

黒
木
体
育
館

第
24
回
大
藤
ま
つ
り

少
年
野
球
大
会

 

期
日　

４
月
29
日
㈷
～
５
月
１
日
㈰

 

会
場　

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
黒
木
外

第
50
回
護
国
神
社

奉
納
少
年
剣
道
大
会

　
　
　

  　
　

  

期
日　

４
月
29
日
㈷

　
　
　

    　
　

会
場　

黒
木
体
育
館

星
野
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝 

第
28
回
福
岡
県
八
女
茶
手
も
み

競
技
大
会
が
４
月
19
日
㈫
、
県
農

業
総
合
試
験
場
八
女
分
場
で
行
わ

れ
、
星
野
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。
20
日
㈬
に
は
同
チ
ー
ム
の

田
中
信
幸
キ
ャ
プ
テ
ン
、
田
中
将

大
さ
ん
、
髙
木
耕
平
さ
ん
と
茶
業

青
年
部
長
の
栗
秋
武
志
さ
ん
が
訪

れ
、
三
田
村
市
長
に
優
勝
を
報
告
。

全
国
大
会
に
向
け
、
３
人
は
「
上

位
入
賞
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

〈
団
体
〉　
２
位　

黒
木
Ａ
（
徳
永

慎
太
郎
・
林
田
和
広
・
柴
垣
智
成
）

３
位　

矢
部
（
栗
原
秀
治
・
栗
原
陽

平
・
原
島
浩
志
）

〈
個
人
〉　
１
位　

栗
原
陽
平
（
矢

部
）　

２
位　

松
延 

力
（
八
女
Ａ
）

３
位　

徳
永
慎
太
郎
（
黒
木
Ａ
）

立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
夜

と
な
る
５
月
２
日
㈪
、
黒
木
町
笠

原
の
霊
巌
寺
で
八
女
茶
の
始
祖
・

周し
ゅ
う
ず
い
ぜ
ん
じ

瑞
禅
師
の
遺
徳
を
た
た
え
し
の

ぶ
「
献
茶
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

周
瑞
禅
師
は
今
か
ら
約
６
０
０

年
前
、
中
国
か
ら
茶
の
種
子
を
持

ち
帰
り
、
当
時
鹿
子
尾
村
の
庄
屋

松
尾
太
郎
五
郎
久
家
氏
に
そ
の
種

子
を
与
え
、
栽
培
法
、
製
茶
法
等

を
伝
授
。
こ
れ
が
八
女
茶
の
起
こ

り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
松
尾
太
郎
五
郎
久
家
氏
の
子

孫
・
松
尾
章
三
郎
さ
ん
の
茶
園
で

収
穫
さ
れ
た
新
茶
が
皇
風
煎
茶
礼

式
に
よ
り
献
茶
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
八
女
市
観
光
大
使
の
馬
場

美
雅
さ
ん
敬
子
さ
ん
姉
妹
に
よ
り

茶
山
唄
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
茶
席
も
設
け
ら
れ
、
訪
れ

た
人
た
ち
は
「
お
い
し
い
で
す
ね
」

と
新
茶
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

立
花
町
の
男
ノ
子
焼
の
里
で
４

月
24
日
㈯
～
25
日
㈰
に
「
男
ノ
子

焼
の
里
れ
ん
げ
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
八
女

市
観
光
大
使
の
ダ
ニ
ー
馬
場
さ
ん

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
地
元
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
ケ
ノ
コ

な
ど
の
地
元
特
産
品
の
販
売
や
、

登
り
窯
で
焼
か
れ
た
陶
器
の
展
示

販
売
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

優勝した星野Ａチームの皆さん

新作の陶器などを多くの人がながめていました

新茶をいれる平島光宣師範

「
男
ノ
子
焼
の
里
れ
ん
げ
ま
つ
り
」
に
ぎ
わ
う

八
女
茶
の
始
祖
・
周
瑞
禅
師
の
遺
徳
を
た
た
え
し
の
ぶ
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Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
で
は
、
農

業
に
興
味
が
あ
る
人
に
農
業
・
就

農
に
も
役
立
つ
知
識
等
を
習
得
し

て
も
ら
う
た
め
に
開
講
し
ま
す
。

⃝
受
講
資
格
＝
農
業
に
興
味
を
持

ち
、
農
業
基
礎
知
識
の
習
得
に
意

欲
が
あ
る
概
ね
65
歳
ま
で
の
人

⃝
開
催
期
間
＝
８
月
６
日
㈯
～
12

月
17
日
㈯
ま
で
の
全
10
講
座
※
第

１
・
第
３
土
曜
日
の
９
時
～
12
時

⃝
会
場
＝
八
女
西
支
店
お
よ
び
管

内
農
家
ほ
場

⃝
定
員
＝
30
人
程
度
（
応
募
多
数

の
場
合
は
事
務
局
に
て
抽
選
）

⃝
受
講
料
＝
１
万
２
６
０
０
円

⃝
内
容
＝
着
尺
（
一
反
）、
テ
ー
ブ

ル
セ
ン
タ
ー
２
枚

⃝
受
講
料
＝
15
万
円
（
材
料
代
込
）

⃝
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
７
月
９
日
㈯
か
ら
毎
月
第
２
土

曜
日
14
時
～
16
時
に
開
催
し
ま
す
。

年
会
費
千
円
。

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

（
旧
中
央
公
民
館
）

⃝
講
師
＝
大
津
英
郎
さ
ん
（
山
内
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
水
町

さ
ん
（
☎
２
２
・
５
６
３
２
）

お
知

ら
せ

　
久
留
米
大
学
病
院
口
く
う
医
療

セ
ン
タ
ー
の
医
師
が
担
当
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
６
月
18
日
㈯
13
時
～
15
時

⃝
会
場
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師
会
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
（
八
女
市

本
町
７
７
４
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

　
が
ん
患
者
と
家
族
が
悩
み
や
体

験
を
語
り
合
う
交
流
会
や
、
が
ん
に

関
す
る
ミ
ニ
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
６
月
11
日
㈯
14
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
く
る
め
り
あ
六
ツ
門
６

階
（
久
留
米
市
六
ツ
門
町
３
‐
11
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
大
学
病

院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
１
・
７
９
０
３
）

⃝
日
時
＝
６
月
19
日
㈰
８
時
30
分

千
間
土
居
公
園
出
発
※
少
雨
決
行
、

強
雨
時
は
６
月
26
日
㈰

⃝
コ
ー
ス
＝
千
間
土
居
公
園
～
男
ノ

子
焼
の
里
往
復
７
㌔

⃝
参
加
費
＝
１
５
０
円
（
保
険
料

含
）、
会
員
無
料

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
荒
尾
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
４
８
１
）

　
気
楽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
教
室
で
す
。
室
内
用
運
動
靴
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

⃝
日
時
＝
６
月
11
日
㈯
・
25
日
㈯

20
時
～

⃝
会
場
＝
総
合
体
育
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
市
民
ま
た
は
市
の
団
体
・
企
業

に
所
属
・
勤
務
し
て
い
る
人
募
集
。

⃝
開
催
日
＝
７
月
16
日
㈯

⃝
場
所
＝
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

⃝
プ
レ
ー
費
＝
▽
ビ
ジ
タ
ー
１
万
２

５
０
０
円
▽
メ
ン
バ
ー
８
９
７
０
円

※
食
事
代
込
み

⃝
参
加
費
＝
３
千
円
（
商
品
代
等
）

⃝
申
込
締
切
＝
６
月
26
日
㈰

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
（
☎
５
４・３
０
３
０
）

　
手
す
き
和
紙
を
玉
ね
ぎ
で
染
め

ま
す
。
サ
イ
ズ
横
89
㌢
×
縦
52
㌢

⃝
日
程
＝
６
月
11
日
㈯
10
時
～
12
時

⃝
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
参
加
費
＝
２
５
０
０
円
（
材
料
込
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
久
留

米
絣
技
術
保
持
者
の
森
山
虎
雄
さ

ん
・
森
山
富
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

ま
す
。
定
員
10
人
（
７
人
以
上
で

開
催
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝
日
程
＝
６
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
、

７
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
・
30
日
㈯
・

31
日
㈰
、
８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
、

全
８
回
、
10
時
～
17
時

第
３
回
八
女
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃク

ラ

ブ

ｌｕ
Ｂ

Ｊ
Ａ
主
催
「
今
こ
そ
農
業
塾
」

無
料
口
く
う
が
ん
検
診

が
ん
サ
ロ
ン
ち
っ
ご

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
を
楽
し
も
う

「
源
氏
物
語
」
講
義

和
紙
の
絞
り
模
様
の
れ
ん
作
り

久
留
米
絣
手
織
り
講
習
会

教
室
・
講
座

子育てのお手伝いをしてくださる人、子育て中の
人、子育て支援に興味関心のある人、どなたでも
参加できます。皆様のご参加をお待ちしています。

♥全課程を修了されると、やめファミリー・サポート・センター
の「まかせて会員」（子育てのお手伝いができる人）に登録、
活動ができます。
♥いずれかの講習会（1回）を受講されると、やめファミリー・
サポート・センターの「おねがい会員」に登録ができます。

（毎回、講習会終了後登録説明）
♥申込方法＝○講習会を受講される人は事前に申込が必要で
す○託児あり。（希望者は 1週間前までにご連絡ください）

子育てサポーター講習会

講習日時 　　　　　講　習　内　容

6月16日㈭
10時～12時

《オリエンテーション》ファミサポってなに？
「ファミサポの支援活動から～」まかせて会員さんから
「まずは支援者が笑顔になろう！」
講師＝レクリエーション・コーディネーター原田弘美さん

6月22日㈬
10時～12時

「乳幼児の発達と発育」
講師＝八女市健康課保健師・田中明美さん

6月30日㈭
10時～12時

「子どもの病気の対処法と薬ののませ方」
講師＝筑後市立病院助産師・坂本 貴子さん

７月6日㈬
10時～12時

「気がかりな子との関わり・預かり」
講師＝福岡県発達障害者支援センターあおぞ
ら臨床心理士・松尾伸一さん

７月14日㈭
10時～12時

「つたえよう！童うた」
講師＝音楽講師・田島憲子さん
修了証授与・会員登録説明

やめファミリー・

サポート・センター

申し込み ･ 問い合わせ
やめファミリー・サポート・センター（八女市子育て支援課）
☎２３・１５４６／: ０９０・７９８９・７１１４

※会場はいずれも八女市保健センター集団指導室
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⃝
募
集
締
切
＝
６
月
９
日
㈭

⃝
受
講
期
間
＝
７
月
～
11
月

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

　　
放
送
大
学
は
、
Ｃ
Ｓ
放
送
（
23

年
10
月
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
）

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
、
国
が

つ
く
っ
た
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど
幅
広
い

分
野
の
科
目
を
1
科
目
か
ら
自
宅

の
テ
レ
ビ
で
学
べ
ま
す
。
15
歳
以
上 

（
全
科
履
修
生
は
18
歳
以
上
）
で
あ

れ
ば
無
試
験
で
入
学
で
き
、
学
士

（
教
養
）
の
学
位
が
と
れ
ま
す
。
短

大
、
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
編
入
学

で
き
ま
す
。
入
学
は
年
２
回
（
４
・

10
月
）。
大
学
院
も
あ
り
ま
す
。
入

学
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

⃝
募
集
期
間
＝
６
月
1
日
㈬
～
８

月
31
日
㈬

⃝
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
＝
放

送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
７
３
・
１
３
６
５
、

p
０
９
２
・
４
７
３
・
１
３
６
２
）

難
を
解
決
す
る
工
夫
や
子
育
て
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
参
加

無
料
。
視
力
や
目
の
使
い
方
に
関

す
る
相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

⃝
対
象
＝
見
え
方
・
目
の
使
い
方
に

心
配
の
あ
る
乳
幼
児
・
幼
児
と
そ

の
保
護
者

⃝
日
程
＝
6
月
27
日
、
７
月
25
日
、

8
月
29
日
、９
月
26
日
、10
月
24
日
、

11
月
21
日
、12
月
12
日
、１
月
23
日
、

２
月
20
日
、
3
月
５
日

※
い
ず
れ
も
月
曜
日
、
14
時
30
分

～
15
時
30
分
。
１
週
間
前
ま
で
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
内
容
＝
親
子
で
遊
ぶ
活
動

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
立

柳
河
特
別
支
援
学
校
支
援
部

（
☎
０
９
４
４
・
７
３
・
２
２
６
３
）

　
雇
用
保
険
受
給
者
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
推
薦
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

人
が
対
象
。

⃝
教
科
書
代
＝
１
万
４
１
８
０
円

⃝
募
集
科
＝
パ
ソ
コ
ン
初
級
・
中
級

連
続
養
成
科

　
野
外
調
理
・
活
動
、
自
然
観
察
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
行
い

ま
す
。
申
込
書
と
チ
ラ
シ
は
各
学

校
を
通
し
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
７
月
31
日
㈰
～
８
月
２
日
㈫

⃝
場
所
＝
諫
早
青
少
年
自
然
の
家

⃝
対
象
＝
小
５
～
中
３
年
生
※
定

員
80
人
で
そ
れ
を
超
え
た
ら
抽
選
。

⃝
参
加
費
＝
３
千
円

⃝
申
込
期
間
＝
６
月
２
日
㈭
～
10
日

㈮
※
事
前
説
明
会
を
７
月
９
日
㈯

14
時
か
ら
八
女
文
化
会
館
で
開
催

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同

参
画・生
涯
学
習
課（
☎
２
３・１
３
１
８
）

　
中
高
生
と
そ
の
親
２
人
１
組
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
日
程
等
＝
▽
説
明
会
６
月
26
日

㈰
▽
富
士
登
山
８
月
26
日
㈮
～
28

日
㈰
▽
反
省
会
９
月
12
日
㈪
※
す

べ
て
に
参
加
で
き
る
人

⃝
費
用
＝
２
万
４
０
０
０
円（
１
組
）

⃝
申
込
締
切
＝
６
月
12
日
㈰
※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
㈳
八
女

青
年
会
議
所
（
☎
２
４・４
０
２
２
）

　
見
え
に
く
さ
に
よ
る
学
習
の
困

時
45
分
～
17
時
45
分
）

⃝
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
２

１
０
０
円
）

②
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
応
用
）
※
定
員

15
人
、
６
月
20
日
㈪
申
込
締
切

⃝
期
日
＝
７
月
４
日
～
７
日
、
11
日

～
14
日
（
13
時
45
分
～
17
時
45
分
）

⃝
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１

７
５
０
円
）

※
①
②
共
通
⃝
場
所
＝
筑
後
市
勤

労
者
家
庭
支
援
施
設
「
サ
ン
コ
ア
」

⃝
申
し
込
み
＝
同
セ
ン
タ
ー
就
業
相

談
窓
口（
☎
０
９
４
２・３
２・１
１

４
０
）※
フ
ァ
ク
ス
兼
用

※
資
料
・
資
材
代
含
む

⃝
内
容
＝
▽
野
菜
栽
培
の
土
づ
く

り
か
ら
収
穫
ま
で
の
作
業
内
容
の

講
習
と
現
地
研
修
▽
果
樹
栽
培
の

基
礎
全
般
の
講
習
▽
花
き
栽
培
の

基
礎
全
般
の
講
習
と
現
地
研
修
▽

水
稲
栽
培
の
講
習
と
米
の
お
い
し

い
炊
き
方
の
実
演
会
▽
茶
栽
培

⃝
講
師
＝
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
お
よ

び
農
業
生
産
資
材
担
当
職
員

⃝
応
募
期
間
＝
６
月
１
日
㈬
～
６

月
30
日
㈭

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ

ふ
く
お
か
八
女
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
３
７
８
）

　
久
留
米
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家

庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
を
対
象
に
講

習
、
就
業
相
談
を
行
い
ま
す
。
託

児
は
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
基
礎
）
※
定

員
15
人
、
６
月
13
日
㈪
申
込
締
切

⃝
期
日
＝
６
月
20
日
～
23
日
（
13

八
女
市
青
少
年
教
育
キ
ャ
ン
プ

親
子
で
富
士
登
山

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

放
送
大
学
10
月
入
学
生

県
立
柳
河
特
別
支
援
学
校

「
た
ん
ぽ
ぽ
教
室
」

母
子
家
庭
の
母
等
パ
ソ
コ
ン
講
座

　八女筑後・荒尾玉名・柳川み
やまサポートセンター合同パー
ティーを開催します。参加費
3,500 円
⃝日時＝ 6 月 26 日㈰ 10 時 30
分受付、11時スタート
⃝参加資格等＝45 歳までの独身
男女それぞれ 20 人※先着順
⃝会場＝メモリアルホールいわ井
⃝問い合わせ＝結婚サポートセン
ター（☎２２・５９００）
※結婚サポートセンターは6月から立
花市民センターの中に移りました。会
員登録により１対１のお見合いもでき
ます。現在の登録は男性499人、女
性443人。婚約・成婚は67組。

お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー

結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

古陶星野焼展示館では現
代の星野焼三窯元（源

太窯・十篭窯・錠光窯）の力
作を展示中です。この機会に
古今の星野焼をぜひご観賞く
ださい。
▪会場＝古陶星野焼展示館
（星野村千々谷11865-1）
▪期日＝８月29日㈪まで
▪開館時間＝９時～17時
▪休館日＝火曜（夏休みは無休）
▪入館料＝大人200円（団
体15人以上160円）、高校
生100円、小中学生50円
▪問い合わせ＝同館
（☎52・3077）

星野焼
陶芸家三人展

★
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
お
よ
び
寡
婦
を
対
象
に
就
業
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
予
約
制
）

⃝
時
間
＝
▽
月
・
火
・
金
曜
日
の

９
時
～
18
時
▽
水
曜
日
の
10
時
～

20
時
▽
毎
週
土
曜
、
第
１
第
３
日

曜
日
の
13
時
～
17
時

⃝
場
所
＝
同
セ
ン
タ
ー
就
業
相
談

窓
口
（
久
留
米
市
日
吉
町
15
の
60

ニ
ッ
セ
イ
久
留
米
ビ
ル
９
階
）

☎
O
０
９
４
２
・
３
２
・
１
１
４
０
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⃝
日
時
＝
６
月
22
日
㈬
10
時
～
15

時
※
受
付
は
14
時
ま
で

⃝
会
場
＝
黒
木
総
合
支
所
　

⃝
相
談
内
容
＝
補
装
具
の
支
給
・

修
理
の
相
談
（
視
覚
、
聴
覚
、
内

部
障
害
者
の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
）

⃝
持
参
す
る
も
の
＝
①
印
鑑
②
身

障
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
③
補

装
具
の
再
支
給
や
修
理
希
望
者
は

前
回
支
給
を
受
け
た
補
装
具

※
聴
覚
の
診
断
や
肢
体
不
自
由
の
身

体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
作
成
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が

い
者
福
祉
係
（
☎
２
３・１
３
３
５
）

　
月
に
一
度
、
久
留
米
年
金
事
務

所
の
職
員
が
八
女
商
工
会
議
所
で

個
別
に
年
金
相
談
に
応
じ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
相
談
は
予
約
制
に

な
り
ま
し
た
。
相
談
を
希
望
す
る

人
は
、
前
日
ま
で
に
同
事
務
所
へ

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
相
談
日
時
＝
６
月
15
日
㈬
、
７

月
20
日
㈬
、
い
ず
れ
も
10
時
～
12

時
、
13
時
～
15
時

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事

務
所（
☎
０
９
４
２・３
３・６
１
９
２
）

体
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す

《
７
月
利
用
者
の
会
》

⃝
期
日
＝
６
月
18
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
平
成
22
年
度
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・

エ
イ
ズ
患
者
新
規
報
告
数
は
依
然

と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た

診
断
時
に
は
既
に
エ
イ
ズ
を
発
症

し
て
い
る
事
例
が
約
3
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の

増
殖
を
抑
制
す
る
薬
が
開
発
さ
れ
、

エ
イ
ズ
で
亡
く
な
る
こ
と
も
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
治
療
効
果
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
６
月
１

日
㈬
か
ら
７
日
㈫
ま
で
は
エ
イ
ズ
検

査
普
及
週
間
。
エ
イ
ズ
相
談
・
検

査
は
毎
週
実
施
し
て
お
り
、
無
料
・

匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
予
約
制

⃝
実
施
日
時
・
場
所
＝
①
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
本
庁
舎

（
柳
川
総
合
庁
舎
）
毎
週
火
曜
日
９

時
～
10
時
受
付

※
年
金
の
受
給
や
請
求
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
次
の
「
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５

⃝
日
時
＝
６
月
11
日
㈯
10
時
～
15
時

⃝
会
場
＝
星
野
支
所
大
集
会
室

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
司
法
書
士
会

筑
後
支
部
（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・

６
８
４
０
）
※
平
日
13
時
～
16
時

　
司
法
書
士
が
電
話
に
て
労
働
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
労

働
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
６
月
18
日
㈯
10
時
～
20
時

⃝
相
談
専
用
電
話
＝
０
９
２
・
７
２

４
・
９
５
０
５

※
６
月
18
日
以
外
は
（
☎
０
９
２
・

４
７
７
・
８
１
６
０
）
で
毎
週
火
曜

19
時
～
20
時
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
す
る
た
め
に
は
前
も
っ
て
団

②
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

分
庁
舎
（
八
女
総
合
庁
舎
）
毎
週

月
曜
日
14
時
～
15
時
受
付

※
結
果
説
明
は
1
週
間
後
と
な
り

ま
す
。電
話
で
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

⃝
検
査
項
目
＝
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・
ク

ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査
、
Ｂ
型
・
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
（
☎
０
９
４
４
・

７
２
・
２
８
１
２
）

　
平
成
23
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
は
６
月
１
日
か
ら
７
月
11
日

ま
で
の
間
に
労
働
保
険
料
等
の
申

告
・
納
付
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
労
働
保
険
料
等
の
申
告

と
納
付
の
手
続
き
は
、
最
寄
り
の

銀
行
・
郵
便
局
等
の
金
融
機
関
の

窓
口
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
お

よ
び
福
岡
労
働
局
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
期
間
中
は
県
内
各

地
で
現
地
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
２
３
・
２
１
２
１
）

　
福
岡
県
で
は
、
県
の
施
策
や
事

業
な
ど
に
つ
い
て
１
４
２
テ
ー
マ
を

用
意
し
、
県
職
員
が
皆
さ
ま
の
元

へ
伺
い
説
明
す
る
「
ふ
く
お
か
県
政

出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
民
情
報
広
報

課（
☎
０
９
２・６
４
３・３
１
０
３
）

http://w
w

w.pref.fukuoka.lg.jp

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

エ
イ
ズ
検
査
普
及
週
間

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

ふ
く
お
か
県
政
出
前
講
座

　2011年 7 月24 日までにアナログテレビ放送は
終了し、デジタル放送に完全移行します。地デジ
の準備や困りごとに対して臨時の相談窓口を開設
します。相談内容によっては個別に訪問します。

《平日開催》
▼６月27日㈪～ 7 月1日㈮、10 時～ 15 時

【⺼】【火】【水】黒木地域交流センター「ふじの里」
【木】【金】立花総合保健福祉センター「かがやき」
▼ 7 月25日㈪～ 8 月26日㈮、10 時～ 15 時

【月】黒木地域交流センター「ふじの里」
【火】立花総合保健福祉センター「かがやき」
【水】【木】【金】八女市民会館「おりなす八女」
《休日開催》10 時～ 15 時
⃝７月2日㈯立花総合保健福祉センター「かがやき」
⃝７月 24 日㈰黒木地域交流センター「ふじの里」
⃝７月 31日㈰八女市民会館「おりなす八女」

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

地デジ相談会

《問い合わせ》総務省福岡県テレビ受信者支援セン
ター（デジサポ福岡）☎ 092・303・0101
　　　　　　　（平日9 時～ 21時／土日祝 9 時～ 18 時）

年
金
相
談

身
体
障
害
者
（
児
）
と
戦
傷

病
者
の
巡
回
相
談



広報やめ　2011.6.123 広報やめ　2011.5.123

火災出火件数   4件 （  23件）
救急出動件数 258件  （1003件）
救急搬送人数 256人 （964人）

発生件数 32件 （146件）
傷　　者 43人 （205人）
死　　者 0人 （0人）

※（　）内は 1月からの累計

人口 69,921  (+14)
男 32,957  (+17)
女 36,964  (-  3)

世帯数 23,927  (+42)
　※（　）内は前月比

出生 47 人 転入 272人
死亡 80 人 転出 225人

相談はお気軽にどうぞ

◦市県民税（第1期）
◦水道料金・下水道使用料
◦住宅家賃・保育料
◦農業集落排水施設使用料

▼４月の交通事故の状況

▼ 4 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（5 月1日現在）

▼４月の異動
       納期限・口座振替日は6月30日㊍

※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞金
が加算されることになります。
※納付書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

６
月
に

納
め
る
も
の

予
約無料法律相談

◦ 6 月16日㈭（6/6 予約開始）、7 月7
　日㈭（6/27 予約開始）13 時～16 時／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦ 6 月10 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 6 月17 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
　　※予約☎４２・２１３１
◦ 6 月24日㈮ 13 時 30 分～ 16 時／
　地域福祉センター（上陽）※予約☎ 54・3003
◦ 6 月 17 日㈮ 10 時～ 12 時／八女　
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦6 月9日㈭ 13 時 30 分～16 時 30 分
※予約男女共同参画・生涯学習課☎ 23・1314
女性相談
◦6 月20日㈪９時 30 分～11時 30 分
　／働く婦人の家
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦6 月21日㈫ 10 時～ 11時
　／黒木総合支所第 3 相談室
※問い合わせ＝リーベル☎ 22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦ 6 月1日㈬ 13 時～ 16 時
　／社会福祉会館（八女市）
　／地域交流センターふじの里（黒木）
　／立花市民センター（立花）
　／地域福祉センター（上陽）
　／矢部公民館（矢部）
　／星野支所（星野）
◦ 7 月1日㈮ 13 時～16 時／社会福祉会館
行政相談（総務課☎ 23・1111）
◦6 月15日㈬ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
◦6 月1日㈬・15日㈬ 9 時 30 分～12時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 6 月1日㈬ 13 時～ 16 時
　／立花市民センター
◦6 月13日㈪ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦6 月1日㈬13時～16時 / 矢部公民館
◦ 6 月 8 日㈬ 9 時～ 12 時 / 星野支所

司法書士相談（社協☎ 23・0294）
◦ 6 月10 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 6 月17 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎ 23・0294）
◦ 6 月1日㈬・15 日㈬・29 日㈬
　13 時 30 分～ 16 時／社会福祉会館
◦ 6 月 8 日㈬、22 日㈬ 13 時 30 分　
～ 16 時／地域福祉センター（上陽）
◦ 6 月 1日㈬・15 日㈬ 9 時 30 分～12
時／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 6 月8日㈬、22日㈬９時 30 分～12 時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
日本政策金融公庫相談
◦6月3日㈮13時～15時／商工会議所
税務相談
◦6月13日㈪10時～15時／商工会議所
社会保険相談
◦6月15日㈬10時～15時／商工会議所
※予約・年金事務所☎0942・33・6192
不動産相談
◦6月22日㈬13時～15時／商工会議所
創業・経営支援相談
◦6月20日㈪13時30分～16時30分／
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦ 6 月21日㈫ 13 時～ 14 時 30 分／
　八女市役所 102 会議室
◦ 6 月 9 日㈭９時～ 10 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦ 6 月10日㈮・21日㈫ 10 時～12 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 6 月 7 日㈫・21日㈫ 10 時～ 12 時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
◦6 月23日㈭10 時～12 時／星野支所
◦6 月9日㈭11時～12 時／矢部公民館
家庭児童相談室
◦平日９時 30 分～ 16 時／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜 10 時～ 16 時／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談

◦毎週月曜日14 時 30 分～ 16 時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14 時～ 15 時／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）（☎ 0944・72・2812）
多重債務相談
◦毎週火曜 13 時 30 分～ 16 時／社会
　福祉会館　※☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦毎週月・水・金曜８時30分～16時30分
  ／八女市役所消費生活相談室☎ 23・1183
◦毎週水曜9時～16時 ／黒木総合支所
　１階第３相談室☎２３・１１８３

教育相談
◦平日９時～17時／八女市教育研究所
　（☎０１２０・７８４・１１０）
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
　所（☎０９４２・５２・４９４９）
交通事故相談
◦平日９時30分～12時・13時～16時40分
　／日本損害保険協会（☎092・713・7318）
犯罪被害者相談電話
◦平日９時～ 18 時／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8 時 30 分～ 17 時 15 分
　／南筑後保健福祉環境事務所
　（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９時～ 12 時・13 時～ 17 時／
福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担
保相談（武富士破たんに伴う電話相談）
◦平日18 時～ 20 時／福岡県青年司法
　書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19時～20時／福岡県青年
司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

電 話 相 談

予
約

予
約

6月1日は
人権擁護
委員の日

予
約



♬放送時間＝毎週土曜日 9:30～9:55　♬放送時間＝エフエム福岡 82.1mhz（久留米中継局） 茶のくに
八女は楽しい♬

♪

▼
指
揮
者
の
大
山
平
一
郎

さ
ん
も
太
鼓
判
の
お
り
な
す
八

女
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
音
響
。ピ

ア
ノ
の
世
界
的
名
器
２
台
の
音
色

を
こ
の
施
設
で
聞
く
こ
と
が
で
き

る
私
た
ち
は
と
て
も
贅
沢
。
音
楽

の
こ
と
は
さ
っ
ぱ
り
で
す
が
、今
か

ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。（
Ｍ・Ｍ
）

▼
藤
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
季
節
が

終
わ
り
、
い
よ
い
よ
ホ
タ
ル
の
時

期
の
到
来
で
す
。美
し
く
豊
か
な

八
女
の
地
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、普
通
の
生
活
を
普
通
に
送
る

こ
と
の
で
き
る
幸
せ
を
感
じ
て
い

ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

大坪 侑
ゆうせい

聖ちゃん

川口 凌
り ょ う

生ちゃん

鶴 湧
ゆ う た ろ う

太朗ちゃん

Ｈ22年6月4日生（馬場）

Ｈ22年6月13日生（下横山）

Ｈ22年6月23日生（本町）

1歳おめでとう。
強く、優しく、元気に育っ
てね♡

1歳おめでとう‼いつも
拓人の笑顔にいやされる
よ♡元気に育ってね☆

にこにこ笑顔でいつも家
族みんなをいやしてくれ
るえりちゃんです♡

わが家のアイドルゆう
ちゃん♡お兄ちゃんた
ちと元気に育ってネ♡

☆お誕生日おめでとう☆
これからもたくましく
元気に育ってね♡

湧水のように澄んだ心
で元気に育ってね‼

みんなのおかげで無事
に1歳‼バンザーイ、バ
ンザーイ★

お誕生日おめでとう！
モリモリ食べてスクス
ク育ってね！

好奇心旺盛★食欲旺盛
★誠也兄と綺音姉と仲
良く元気に育ってね♡

石井 彩
あ や と

翔ちゃん

森本 蓮
れん

ちゃん

服部 愛
あ い り

梨ちゃん

Ｈ22年6月5日生（室岡）

Ｈ22年6月13日生（今）

Ｈ22年6月23日生（新庄）

栗秋 喜
よ し と

斗ちゃん

橋爪 ののかちゃん

和住 雄
よ し き

基ちゃん

Ｈ22年6月5日生（星野村）

Ｈ22年6月14日生（室岡）

Ｈ22年6月24日生（上横山）

鴫山 太
た い ち

一ちゃん

松尾 拓
た く と

人ちゃん

平井 恵
え り か

利花ちゃん

Ｈ22年6月3日生（吉田）

Ｈ22年6月9日生（高塚）

Ｈ22年6月22日生（豊福）

柳本 美
み さ と

仁ちゃん

下川 絢
あ や な

菜ちゃん

鶴 崇
そ う た ろ う

太朗ちゃん

Ｈ22年6月3日生（馬場）

Ｈ22年6月9日生（湯辺田）

Ｈ22年6月23日生（本町）

明るく元気で笑顔がか
わいいみーちゃん、１
歳おめでとう♡

元気いっぱいの絢菜
ちゃん。これからもみ
んなを笑顔にしてね♡

崇高な山のように大き
な心で元気に育ってね‼

お誕生日おめでとう♡
いっぱい食べて遊んで
すくすく育ってね！

☆祝１歳☆やんちゃで
皆の人気者♡そんな蓮
の成長が楽しみです♡

♡祝 １歳♡その愛らし
い笑顔にいやされま
す。姉妹仲良くね♪

コタ君、もう一歳だね‼み
んなにかわいがられ幸せも
のだよ♡元気に育ってね！

いつものてっちゃんス
マイルで元気にたくま
しく育ってネ♡

笑顔が素敵な柚ちゃん。
誕生日おめでとう。明
るく元気に育ってね。

いつも笑顔のかわいい
女の子♡ちかちゃんと
仲良く元気に育ってね。

お姉ちゃんたちのピア
ノ♪が大好きです。早く
一緒に弾きたいね♡

平島 慧
けい

ちゃん

濱嵜 みさとちゃん

松延 公
こ う た

太ちゃん

川口 哲
てっぺい

平ちゃん

元田 柚
ゆ ず き

希ちゃん

Ｈ22年6月8日生（本分）

Ｈ22年6月22日生（谷川）

Ｈ22年6月5日生（吉田）

Ｈ22年6月16日生（黒土）

Ｈ22年6月30日生（大島）

●べんがら村　営業時間 ／ 10時～22時(最終
受付　21時)　定休日 ／ 第2・4月曜日(祝日は
営業)　●毎月８日はべんがらの日 ／ バイキン
グ  1,260円→1,000円　※当日入浴された人は
入場半額券2枚進呈　●毎週水曜はレディー
スデー ／ バイキング  1,260円→1,000円　●
毎月26日は風呂の日 ／ 当日入浴された人は入
場半額券2枚進呈　●問い合わせ　べんがら
村（☎24・3339   N24・0016）
S http://www.mfj.co.jp/bengalamura

人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
拠
点
と

し
て
平
成
10
年
度
に
誕
生
し
た
“
べ

ん
が
ら
村
”。こ
の
名
前
は
八
女
地
方

に
古
く
か
ら
数
多
く
点
在
す
る
“
べ

ん
が
ら
色
”
の
民
家
か
ら
き
て
い
ま

す
。
健
康
を
テ
ーマに
し
た
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
人
気
で
す
。

温
泉
は
、
晴
れ
た
日
に
飛
形
山
を

望
め
る
「
磐
井
の
湯
」
と
豊
か
な
田

園
風
景
が
見
え
る「
八
女
津
媛
の
湯
」

の
大
浴
場
が
２
種
類
あ
り
、
男
女

週
替
わ
り
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。イベン
ト
開
催
時
に
は
八
女
茶
風

呂
やハ
ー
ブ
風
呂
な
ど
の
珍
し
いお
風

呂
も
登
場
。
６
種
類
の
家
族
風
呂
も

あ
り
、ゆっ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
ま
す
。

ま
た
、レス
ト
ラン「
紅べ
ん
が
ら殻

」で
は
、

バイ
キン
グ
形
式
で
地
元
の
旬
の
農
産

物
を
使
っ
た
八
女
の
伝
統
的
な
家
庭

料
理
を
は
じ
め
安
心
・
安
全
な
おい
し

い
料
理
が
堪
能
で
き
ま
す
。２
階
に
は

ご
家
族
や
グル
ー
プ
、
団
体
で
利
用
で

き
る
個
室
（
八
女
特
産
品
を
生
か
し

た
懐
石
料
理
、
要
予
約
）
も
完
備
し

てい
ま
す
。
人
気
の
「べん
が
ら
村
オ
リ

ジ
ナル
地
ビ
ール
」
は
、
豊
富
な
ビ
タ
ミン

を
含
み
栄
養
価
も
高
い
酵
母
を
生
か

し
た
自
然
の
ま
ま
のビ
ール
。レス
ト
ラン

で
味
わ
え
る
ほ
か
、お
土
産
と
し
て
も

お
す
す
め
で
す
。
館
内
の
農
産
物
等

直
売
所
で
購
入
で
き
、直
売
所
で
は
、

地
元
の
野
菜
や
果
物
、
花
、地
元
の
お

母
さ
ん
の
手
作
り
の
総
菜
な
ど
数
多

く
の
商
品
が
販
売
さ
れ
てい
ま
す
。

７
月
～
８
月
に
は
プ
ー
ル
も
営

業
。
清
流
矢
部
川
か
ら
吹
く
風
を
感

じ
な
が
ら
、ご
家
族
で
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
館
外
で
は
ふ

れ
あ
い
農
園
、館
内
で
は
、エス
テ
ティッ

ク
や
カット
サロン
、ボ
デ
ィマッ
サ
ー
ジ
、

整
体
な
ど
も
営
業
し
て
い
ま
す
。
年

間
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
イベン
ト
な

ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

べ
ん
が
ら
村
で
自
然
と
交
流
し
、

ゆっ
た
り
と
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※本ページ右下のサービス券をべんがら村
の温泉をご利用時に持参されると入浴料を
100円引きいたします。

よ
か

茶
の
く
に　
　
　
　
　

　
　

と
こ
巡
り
◇９

自
然
、健
康
、ふ
れ
あ
い
の
拠
点「
べん
が
ら
村
」

観光振興課 し

ば
た

入浴料 １０
０円引き

（べ
んが
ら村
）

H2
3.6
月3
0日

有
効
期
限

茶
の
く
に

 サ
ー
ビ
ス
券

編
集
後
記

おたんじょうびおめでとう

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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満１歳のお子さまの
写真を募集していま
す。名前・生年月日・
住所・簡単なコメント
（30字以内）を添えて、
誕生日前月の７日まで
に直接お持ちいただ
くか、郵送でお申し
込みください。応募
多数の場合は先着順
となります。写真はお
返ししていません。
●申し込み＝市長公
室秘書広報係（☎
23・1110）


